
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調査結果の分析 
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第３章 調査結果の分析 

【１．基本的事項】 

 

問１ 調査票のご記入は主にどなたですか。（○は１つ） 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.3 

62.0 

62.5 

11.9 

14.3 

12.1 

17.0 

17.8 

18.7 

1.4 

1.8 

1.1 

5.3 

4.1 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

あなたが一人で記入（支援者との相談含む）

あなたに聞いて家族や支援者などが代筆

あなたの意向を考えながら家族や支援者などが記入

その他

無回答

73.1 

18.2 

79.2 

12.2 

21.6 

7.1 

10.6 

53.3 

10.1 

1.0 

2.9 

1.4 

3.1 

4.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

あなたが一人で記入（支援者との相談含む）

あなたに聞いて家族や支援者などが代筆

あなたの意向を考えながら家族や支援者などが記入

その他

無回答
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問２ あなたの性別をお答え下さい。（○は１つ） 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.3 

40.1 

50.8 

48.1 

57.9 

48.1 

1.6 

2.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

女性 男性 無回答

47.8 

51.7 

44.6 

48.6 

46.2 

53.1 

3.5 

2.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

女性 男性 無回答
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問３ あなたの年齢（平成 25年 11月１日現在）をお答え下さい。（○は１つ） 

 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

1.4 

5.5 

0.2 

0.9 

8.4 

0.5 

2.0 

15.6 

1.1 

2.2 

19.9 

9.6 

6.4 

19.3 

24.7 

10.8 

20.2 

25.4 

38.8 

8.6 

25.4 

17.1 

1.2 

10.5 

15.2 

0.9 

2.5 

4.9 0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

６歳以下

1.6%

７歳～12歳

2.0%

13歳～19歳

3.8%

20歳～29歳

7.0%

30歳～39歳

12.8%

40歳～49歳

16.0%50歳～64歳

29.4%

65歳～74歳

12.5%

75歳～84歳

9.7%

85歳以上

2.8%

無回答

2.4%

n=1,733

６歳以下 

７歳～12歳 

13歳～19歳 

20歳～29歳 

30歳～39歳 

40歳～49歳 

50歳～64歳 
65歳～74歳 

75歳～84歳 

85歳以上 

無回答 
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問４ あなたは誰と一緒に暮らしていますか。（○はいくつでも） 

 

（経年比較）            （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.3 

35.1 

31.0 

23.6 

16.3 

4.4 

14.1 

1.8 

1.8 

0.9 

0.3 

0.8 

4.2 

17.0 

44.0 

24.4 

18.6 

19.0 

4.9 

12.5 

2.1 

1.4 

0.6 

0.1 

0.7 

4.9 

12.9 

46.9 

26.9 

20.5 

21.8 

4.7 

14.3 

2.6 

1.3 

0.4 

0.2 

0.9 

2.6 

0.0 50.0 100.0

自分一人だけ

配偶者

母親

父親

子供（未婚）

子供（既婚）

兄弟姉妹

孫

祖母

祖父

親戚

友人・知人

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

19.1 

51.7 

16.8 

12.3 

24.3 

6.0 

6.3 

2.8 

0.8 

0.4 

0.1 

0.7 

2.3 

5.2 

4.0 

79.0 

63.7 

0.9 

1.4 

38.9 

0.3 

6.1 

3.5 

0.9 

0.0 

10.1 

31.4 

20.8 

35.0 

25.2 

9.8 

3.0 

16.5 

1.1 

1.6 

0.5 

0.5 

1.6 

4.3 

0.0 50.0 100.0

自分一人だけ

配偶者

母親

父親

子供（未婚）

子供（既婚）

兄弟姉妹

孫

祖母

祖父

親戚

友人・知人

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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問５ あなたは多摩市のどちらにお住まいですか。（○は１つ） 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたのお持ちの障害者手帳の種類は何ですか。複数の手帳をお持ちの方は、主な障害の手帳に

◎をつけてください。（○はいくつでも） 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.5 
5.4 

7.6 

1.6 

6.6 

1.0 1.2 

2.6 
3.4 

4.2 4.5 

2.0 

0.5 
1.4 1.5 

8.0 

11.0 

6.6 

8.8 

6.5 

0.7 

4.8 
3.7 

0.0

10.0

20.0

関
戸

連
光
寺

貝
取

乞
田

和
田

百
草

落
川

東
寺
方

一
ノ
宮

桜
ヶ
丘

聖
ヶ
丘

馬
引
沢

山
王
下

中
沢

唐
木
田

諏
訪

永
山

豊
ヶ
丘

落
合

鶴
牧

南
野

愛
宕

無
回
答

(%)

985, 56.8%

1,160, 71.8%

1,242, 74.5%

347, 20.0%

280, 17.3%

232, 13.9%

437, 25.2%

225, 13.9%

193, 11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

身体障害者手帳 愛の手帳（療育手帳） 精神障害者保健福祉手帳

数字（左側：票数、右側：構成比） 
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【２．住宅状況】 

問７ あなたのお住まいは、次のうちどれですか。親と同居している場合は、その住まいについてお答

え下さい。（○は１つ） 

 

・全体では「分譲マンション・アパート」が 28.4％と最も多く、次いで「公団公営の賃貸住宅・団地」

となっている。 

・前回と比較すると「民間賃貸マンション・アパート」の割合が増加している。 

・障害別にみると「身体」「知的」では「分譲マンション・アパート」が最も多く、次いで「一戸建

て（持ち家）」となっている。 

・「精神」では「公団公営の賃貸住宅・団地」が 31.8％と最も多く、次いで「民間賃貸マンション・

アパート」となっている。 

 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

25.6 

26.8 

16.9 

33.8 

28.5 

19.9 

1.6 

1.7 

0.2 

9.9 

6.1 

22.7 

24.3 

24.8 

31.8 

0.2 

0.7 

1.1 

4.9 

2.7 

0.3 

0.5 

0.7 

0.6 

1.4 

1.6 

5.8 

2.5 

0.8 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

23.4 

23.8 

23.4 

28.4 

28.4 

28.8 

1.2 

1.1 

1.4 

12.1 

7.2 

7.6 

25.7 

28.0 

32.8 

0.3 

0.1 

0.5 

1.9 

2.2 

0.9 

0.3 

0.4 

0.6 

1.0 

0.9 

1.1 

2.7 

3.8 

0.5 

2.9 

4.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

一戸建て（持ち家） 

 

一戸建て 

（借家） 

 

分譲マンション・ 

アパート 

 
公団公営の 

賃貸住宅・団地 

 

グループホーム・ 

ケアホーム 

福祉ホーム・援護寮 

 

その他 

 

無回答 

 

長期入院中・ 

（３ヶ月以上） 

なし 

 

民間賃貸マンション・ 

アパート 

 

社宅・ 

公務員住宅 

 間借り 

 

一戸建て（持ち家） 

 

一戸建て 

（借家） 

 

分譲マンション・ 

アパート 

 
公団公営の 

賃貸住宅・団地 

 

グループホーム・ 

ケアホーム 

福祉ホーム・援護寮 

 

その他 

 

無回答 

 

長期入院中・ 

（３ヶ月以上） 

なし 

 

民間賃貸マンション・ 

アパート 

 

社宅・ 

公務員住宅 

 間借り 
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・ライフステージ別にみると、「思春期」においては「一戸建て（持ち家）」が 38.5％と最も多く、そ

れ以外のライフステージでは「分譲マンション・アパート」が最も多い。 

 

 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

14.8

28.6

38.5

25.6

20.6

27.0

40.7

37.1

30.8

27.3

28.5

29.7

7.4

2.9

0.0

1.2

1.7

0.2

18.5

5.7

4.6

14.8

15.5

5.8

18.5

22.9

20.0

21.8

28.0

28.8

1.2

0.1

4.1

1.5

1.4

0.3

0.5

0.2

0.6

0.6

2.3

6.2

2.6

2.5

3.0

2.9

0.6

0.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別

一戸建て（持ち家） 

 

一戸建て 

（借家） 

 

分譲マンション・ 

アパート 

 

公団公営の 

賃貸住宅・団地 

 

グループホーム・ 

ケアホーム 

福祉ホーム・援護寮 

 

その他 

 

無回答 

 

長期入院中・ 

（３ヶ月以上） 

なし 

 

民間賃貸マンション・ 

アパート 

 

社宅・ 

公務員住宅 

 

間借り 
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問８  あなたのお住まいの住み心地はいかがですか。（○は１つ） 

 

・全体では「まあ満足である」が 51.9％と最も多く、「大変満足である」の 17.5％と合わせると７割

弱の人が満足していると答えている。 

・前回までと比較すると「大変満足である」「まあ満足である」の割合が増加している。 

・障害別にみると、全ての障害で「大変満足である」「まあ満足である」をあわせた《満足派》が６

割以上となっている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.6 

21.9 

18.3 

54.6 

52.7 

49.2 

21.8 

15.6 

21.3 

4.8 

3.7 

7.3 

1.5 

5.5 

3.7 

0.6 

0.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

大変満足である まあ満足である 多少不満である 非常に不満である わからない 無回答

17.5 

14.0 

8.0 

51.9 

52.8 

52.0 

19.6 

20.9 

28.6 

5.3 

5.0 

5.9 

2.9 

3.1 

2.8 

2.7 

4.3 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,474)

大変満足である まあ満足である 多少不満である 非常に不満である わからない 無回答

《満足派》 《不満派》 

《満足派》 《不満派》 
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・住居形態別でみると、《満足派》は「一戸建て（持ち家）」が８割強と最も多く、次いで「分譲マン

ション・アパート」、「グループホーム・ケアホーム」となっている。 

 

（住居形態別） 

 

 
27.8 

21.1 

4.8 

11.5 

9.9 

30.3 

10.9 

54.9 

60.9 

42.9 

44.5 

50.4 

40.0 

45.5 

33.3 

29.4 

45.7 

11.6 

13.2 

38.1 

31.6 

28.5 

20.0 

18.2 

50.0 

11.8 

21.7 

2.5 

4.1 

14.3 

8.6 

7.2 

40.0 

16.7 

10.9 

2.7 

0.6 

3.3 

3.6 

3.0 

47.1 

10.9 

0.5 

0.2 

0.5 

0.4 

3.0 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て（持ち家） (n=406)

分譲マンション・アパート(n=493)

一戸建て（借家）(n=21)

民間賃貸マンション・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅(n=5)

グループホーム・ケアホーム(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月以上）(n=17)

その他(n=46)

住
宅
形
態
別

大変満足である まあ満足である 多少不満である 非常に不満である わからない 無回答

《満足派》 《不満派》 
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問９  あなたのお住まいで今後改善したいと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「特に問題はない」が 43.2％と最も多く、次いで「浴室の改良」が 23.7％、「トイレの改

良」が 15.8％となっている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 

8.5 

23.7 

15.8 

10.7 

10.3 

5.8 

3.3 

13.8 

43.2 

3.8 

8.1 

22.6 

15.4 

13.0 

10.7 

6.7 

2.4 

13.8 

38.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

廊下の拡幅

階段の勾配の緩和

浴室の改良

トイレの改良

手すりの取り付け

床の段差の解消

引き戸等への取替え

床表面の滑り止め化

その他

特に問題はない

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)
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・すべてのライフステージにおいて「特に問題はない」が最も多くなっている。「浴室の改良」は「特

に問題はない」を除いた項目の中で最も多い。 

・全てのライフステージにおいて、「トイレの改良」は１割以上を占めている。 

・「床の段差の解消」はライフステージが進むにつれ増加している。 

 

 

（ライフステージ別、上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

44.4

51.4

56.9

54.4

42.4

36.9

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
特に問題はない

40.7

25.7

18.5

18.6

25.9

25.1

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
浴室の改良

18.5

20.0

10.8

14.5

17.8

14.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
トイレの改良

7.4

8.6

7.7

4.1

11.7

15.4

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
手すりの取り付け

0.0

5.7

6.2

6.4

11.4

13.8

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
床の段差の解消

11.1

5.7

4.6

5.5

9.0

11.1

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
階段の勾配の緩和
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問 10  お住まいを改善する場合、どのような問題点がありますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「資金が不足」が 33.3％と最も多く、次いで「特に問題はない」が 32.8％となっている。 

・前回までと比較すると「特に問題はない」「どこに改善相談したらよいかわからない」の割合は増

加傾向にある。 

 

 

 （経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.3 

15.6 

11.7 

16.4 

7.3 

4.6 

32.8 

31.1 

17.3 

9.8 

14.5 

6.5 

4.5 

27.9 

31.3 

19.1 

13.5 

17.0 

4.5 

2.1 

20.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

資金が不足

構造上困難

空間に余裕がない

借家のため許可されない

どこに改善相談したらよい

かわからない

その他

特に問題はない

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,474)
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・住居形態別でみると「資金が不足」は全ての住居形態において１割以上となっている。 

・「一戸建て（借家）」においては「借家のため許可されない」が 57.1％で最も多くなっており、「民間

賃貸マンション・アパート」においても 45.9％と最も多い。 

 

（住居形態別） 

39.2

38.5

42.9

23.0

32.1

20.0

21.2

33.3

11.8

28.3

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
資金が不足

40.1

37.9

9.5

33.5

23.5

20.0

36.4

0.0

35.3

37.0

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
特に問題はない

0.0

0.4

57.1

45.9

35.4

40.0

15.2

33.3

17.6

6.5

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
借家のため許可されない

15.5

19.9

14.3

8.1

18.2

0.0

3.0

16.7

0.0

13.0

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
構造上困難

13.1

11.4

9.5

11.5

13.5

0.0

3.0

0.0

11.8

8.7

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
空間に余裕がない

6.7

7.9

0.0

5.3

8.5

20.0

6.1

16.7

5.9

13.0

0.0 50.0 100.0

一戸建て（持ち家）

(n=406)

分譲マンション・ア

パート(n=493)

一戸建て（借家）

(n=21)

民間賃貸マンショ

ン・アパート(n=209)

公団公営の賃貸住

宅・団地(n=446)

社宅・公務員住宅

(n=5)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰ

ﾑ(n=33)

間借り(n=6)

長期入院中（３ヶ月

以上）(n=17)

その他(n=46)

(%)
どこに改善相談したらよい

かわからない
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【３．日常生活】 

問 11 次の①～⑯の日常生活について、あなたがどの程度介助が必要かお答え下さい。障害を補うため

の補装具（義肢、義眼、義歯、眼鏡、補聴器、白杖等）や機器（車いす、移動リフト、歩行器等）

を使用している方は、使用した状態を想定してお答え下さい。 

一般成人の一人暮らしを想定した設問になっています。児童や要介護の高齢者の方など、回答が

困難な項目については、「わからない」に○を付けてください。（○は１～５のうち１つ） 

 

・全体では、「トイレ」、「食事」については「自分でできる」の割合がそれぞれ７割以上を占めてい

る。 

・「全て介助が必要」が多いのは、「調理」21.0％、「洗濯」17.0％、「食事の用意、片付け」16.6％の

順となっている。 

・障害別でみると「身体」では全ての項目で《自分でできる派》が６割以上を占めている。《介助が

必要派》は「掃除」が 29.3％と最も高く、次いで「買い物」が 27.6％を占めている。 

・「知的」では《自分でできる派》が他の障害に比べて少なく、「食事」「トイレ」「入浴」「着替え」

以外の項目では５割未満となっている。また「全て介助が必要」は「金銭管理」が 50.7％で最も高

い。 

・「精神」では「調理」以外の項目で《自分でできる派》が６割以上を占めている。《介助が必要派》

は「調理」が 34.8％と最も高く、次いで「掃除」が 30.7％を占めている。 

 

（全体の傾向） 

74.3 

77.7 

66.8 

49.1 

68.9 

59.2 

55.2 

42.2 

46.7 

37.9 

44.5 

60.5 

55.7 

59.1 

55.2 

61.9 

11.1 

8.0 

9.6 

13.0 

13.5 

14.8 

15.6 

16.8 

14.7 

16.4 

17.4 

13.6 

9.3 

9.4 

13.6 

8.8 

7.9 

6.2 

12.2 

14.7 

9.1 

14.0 

14.3 

16.8 

11.3 

12.0 

12.9 

13.8 

10.8 

12.3 

13.1 

9.2 

3.8 

5.4 

8.1 

15.4 

5.5 

7.7 

10.0 

15.6 

17.0 

21.0 

16.6 

6.5 

16.3 

13.7 

11.3 

12.8 

1.0 

0.6 

0.9 

4.6 

0.6 

2.0 

2.0 

5.9 

7.2 

9.0 

5.4 

2.9 

5.4 

2.9 

4.3 

4.8 

1.8 

2.1 

2.4 

3.2 

2.4 

2.4 

2.9 

2.7 

3.2 

3.6 

3.2 

2.8 

2.4 

2.4 

2.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事

トイレ

入浴

買い物

着替え

整容(身だしなみ)

移動

掃除

洗濯

調理

食事の用意、片付け

会話、意志の伝達

金銭管理

健康管理（服薬等）

時間管理（規則正しい生活等）

電話の利用

全て介助が必要 

 

無回答 

 
自分でできる 

 

時間はかかるが

自分でできる 
一部介助が必要 

 

わからない 

 

《自分でできる派》 《介助が必要派》 
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（平成 25年度身体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度知的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.5 

60.2 

48.7 

20.7 

56.5 

29.7 

38.9 

20.2 

19.6 

8.9 

18.4 

21.3 

12.4 

19.3 

21.6 

24.8 

9.2 

6.1 

6.6 

9.8 

11.2 

10.7 

6.1 

14.1 

8.6 

8.9 

13.0 

17.3 

5.8 

8.1 

11.8 

7.2 

16.7 

18.7 

25.4 

21.9 

17.6 

36.0 

25.9 

22.2 

15.3 

16.7 

22.2 

30.0 

17.3 

19.6 

24.5 

16.7 

10.4 

12.1 

15.9 

34.9 

11.8 

19.0 

23.9 

32.0 

39.2 

45.8 

34.9 

23.3 

50.7 

43.5 

32.6 

37.5 

1.4 

0.9 

1.7 

9.5 

0.9 

2.9 

2.9 

9.2 

14.1 

15.9 

8.1 

5.5 

11.5 

7.5 

6.6 

11.2 

1.7 

2.0 

1.7 

3.2 

2.0 

1.7 

2.3 

2.3 

3.2 

3.7 

3.5 

2.6 

2.3 

2.0 

2.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事

トイレ

入浴

買い物

着替え

整容(身だしなみ)

移動

掃除

洗濯

調理

食事の用意、片付け

会話、意志の伝達

金銭管理

健康管理（服薬等）

時間管理（規則正しい生活等）

電話の利用

76.2 

77.0 

67.8 

54.0 

67.8 

66.4 

55.1 

47.7 

52.8 

47.1 

51.8 

73.8 

71.3 

72.5 

70.5 

70.3 

9.9 

8.7 

8.9 

11.6 

13.2 

12.7 

17.5 

15.0 

13.4 

15.8 

15.3 

8.5 

7.0 

6.1 

10.1 

7.4 

6.2 

4.0 

9.5 

11.8 

8.5 

7.8 

11.5 

12.9 

8.5 

7.5 

8.4 

7.9 

5.4 

6.5 

6.0 

5.9 

4.9 

7.3 

10.5 

15.8 

7.4 

9.0 

11.4 

16.4 

16.2 

18.4 

16.1 

5.0 

10.6 

10.6 

8.2 

10.9 

1.1 

0.5 

0.8 

3.0 

0.5 

1.1 

1.3 

4.6 

5.5 

7.2 

4.6 

1.5 

2.9 

1.6 

2.3 

2.4 

1.6 

2.5 

2.4 

3.8 

2.5 

2.9 

3.2 

3.4 

3.6 

4.0 

3.8 

3.2 

2.8 

2.7 

2.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事

トイレ

入浴

買い物

着替え

整容(身だしなみ)

移動

掃除

洗濯

調理

食事の用意、片付け

会話、意志の伝達

金銭管理

健康管理（服薬等）

時間管理（規則正しい生活等）

電話の利用

全て介助が必要 

 

無回答 

 
自分でできる 

 

時間はかかるが

自分でできる 
一部介助が必要 

 

わからない 

 

全て介助が必要 

 

無回答 

 
自分でできる 

 

時間はかかるが

自分でできる 
一部介助が必要 

 

わからない 

 

《自分でできる派》 《介助が必要派》 
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（平成 25年度精神） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.2 

86.3 

71.6 

52.6 

75.3 

58.8 

59.5 

38.2 

46.7 

31.1 

39.8 

53.3 

46.5 

52.2 

39.4 

64.5 

15.3 

8.2 

13.7 

18.1 

16.2 

22.7 

19.5 

24.0 

23.1 

23.6 

25.6 

22.0 

16.7 

18.3 

23.1 

13.3 

7.6 

3.0 

8.9 

16.0 

4.6 

11.2 

13.0 

22.2 

14.2 

18.8 

18.1 

16.5 

19.2 

20.4 

22.7 

11.7 

1.4 

1.1 

2.1 

6.2 

1.6 

2.5 

3.0 

8.5 

8.7 

16.0 

10.3 

3.0 

10.3 

5.7 

7.3 

5.0 

1.1 

0.9 

1.4 

4.8 

0.7 

3.7 

3.2 

5.9 

6.2 

8.7 

5.0 

4.1 

6.4 

2.5 

6.4 

4.8 

1.4 

0.5 

2.3 

2.3 

1.6 

1.1 

1.8 

1.1 

1.1 

1.8 

1.1 

1.1 

0.9 

0.9 

1.1 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事

トイレ

入浴

買い物

着替え

整容(身だしなみ)

移動

掃除

洗濯

調理

食事の用意、片付け

会話、意志の伝達

金銭管理

健康管理（服薬等）

時間管理（規則正しい生活等）

電話の利用

 

全て介助が必要 

 

無回答 

 
自分でできる 

 

時間はかかるが

自分でできる 
一部介助が必要 

 

わからない 

 

《自分でできる派》 《介助が必要派》 
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【４．医療の状況】 

 

問 12-1 あなたは、通年、医師の治療を受けていますか。（機能回復訓練は除く）（○は１つ） 

 

・全体では「通院のみしている」が 72.0％と最も多くなっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向にあり「通院のみしている」が継続して最も多くなっている。 

・障害別でみると、全ての障害で「通院のみしている」が５割以上で最も多い。 

・「知的」では「治療は受けていない」が 31.1％で、他の障害に比べて割合が高くなっている。 

・「精神」では「通院のみしている」が 87.2％で他の障害に比べて高く、「治療は受けていない」は

1.1％で割合が低くなっている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 

1.9 

2.4 

72.0 

66.6 

68.3 

2.2 

1.8 

2.6 

14.5 

14.0 

16.6 

2.8 

2.7 

2.0 

0.2 

0.1 

0.1 

1.4 

1.4 

3.5 

5.7 

11.6 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

(n=1,733)

平成20年度

(n=1,615)

平成16年度

(n=1,474)

在宅で往診を受けている 

治療は受けていない 通院のみしている 

入院中 
その他 無回答 往診も通院もしている 

治療拒否 

（中断） 

1.4 

0.3 

1.1 

71.3 

57.9 

87.2 

2.5 

1.7 

2.5 

14.7 

31.1 

1.1 

2.1 

1.7 

3.9 

0.1 

0.6 

0.2 

1.7 

1.4 

0.5 

6.1 

5.2 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

在宅で往診を受けている 

治療は受けていない 通院のみしている 

入院中 
その他 無回答 往診も通院もしている 

治療拒否 

（中断） 
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・ライフステージ別でみると「通院のみしている」は「乳幼児期」「青年期」「壮年期」「高齢期」で

それぞれ７割以上を占めている。また最も少ない「思春期」においても 56.9％となっている。 

・「治療は受けていない」は「児童期」「思春期」が 40.0％と最も高く、「高齢期」を除く他のライフ

ステージでも 1割台半ば以上となっている。 

 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

0.9

0.8

2.3

77.8

60.0

56.9

72.7

71.4

76.0

1.5

2.6

2.4

2.1

18.5

40.0

40.0

17.2

15.4

5.5

2.0

2.4

4.8

0.3

0.4

1.2

1.8

1.6

3.7

1.5

3.2

5.5

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別

在宅で往診を受けている 

治療は受けていない 通院のみしている 

入 院

中 

その他 

無回答 
往診も通院もしている 

治療拒否 

（中断） 
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《問 12-1で１～３をお答えの方におたずねします。》 

問 12-2 医師の治療を受ける中で、あなたの身体状況をよく知っている、「かかりつけ医」はいますか。

（○は１つ） 

 

・全体ではかかりつけ医について「いる」が９割弱となっている。 

・障害別でみると、全ての障害で「いる」が８割以上を占めている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.6 

86.6 

8.7 

9.1 

1.8 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

(n=1,733)

平成20年度

(n=1,615)

いる いない 無回答

91.6 

86.1 

88.4 

6.5 

12.0 

10.3 

1.9 

1.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=741)

知的(n=208)

精神(n=397)

いる いない 無回答
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問 13 あなたが治療を受けるにあたって、困っていることは何ですか。（○は３つまで） 

 

・全体では「特に困ったことはない」が 39.5％と最も多く、次いで「経済的な負担が重い」が 13.2％、

「医者に病気の症状が正しく伝わらない」が 11.3％となっている。 

・前回までと比較すると大きな変化は見られない。 

・障害別でみると、全ての障害で「特に困ったことはない」が最も多く、「身体」では 44.8％を占め

ている。 

・「知的」では「障がい者を診療してくれる専門の医師が少ない」が 22.5％を占め、「特に困ったこと

はない」26.8％に次いで多くなっている。 

・「精神」では「経済的な負担が重い」が 23.6％で他の障害に比べ割合が高い。また「医者に病気の

症状が正しく伝わらない」も２割以上となっている。 

 

（経年比較）     （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.9 

7.2 

6.5 

9.1 

11.3 

5.9 

5.5 

7.3 

3.5 

1.8 

13.2 

3.6 

39.5 

7.6 

7.0 

10.1 

5.9 

6.2 

7.5 

8.9 

5.8 

4.0 

7.4 

3.1 

1.0 

11.6 

3.0 

37.4 

8.7 

7.4 

11.2 

6.4 

6.0 

7.5 

10.1 

5.6 

3.4 

6.7 

2.3 

1.3 

10.9 

0.0 

29.8 

8.7 

7.7 

0.0 25.0 50.0

障がい者を診療してくれる

専門の医師が少ない

障がい者を入院させてくれる

医療機関が少ない

通院するとき付き添いを

確保しにくい

通院するための交通手段を

確保しにくい

医者に病気の症状が

正しく伝わらない

医者や病院職員からの

説明がよくわからない

ちょっとした病気やケガの時に

受け入れてくれる病院等がない

気軽に往診を頼める

医師がいない

歯の治療を

受けられない

薬の飲み方等がわからない

経済的な負担が重い

かかりつけ医がいない

特に困ったことはない

現在、治療は受けていない

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

8.1 

4.9 

7.3 

10.1 

4.9 

2.8 

5.2 

8.4 

3.4 

0.7 

9.9 

3.2 

44.8 

8.1 

6.6 

22.5 

15.3 

8.4 

6.1 

18.4 

13.0 

7.2 

4.0 

4.0 

5.2 

8.9 

4.9 

26.8 

13.5 

8.4 

10.1 

9.4 

5.3 

10.1 

20.1 

7.3 

7.3 

7.3 

4.1 

2.1 

23.6 

3.0 

35.7 

1.6 

6.6 

0.0 25.0 50.0

障がい者を診療してくれる

専門の医師が少ない

障がい者を入院させてくれる

医療機関が少ない

通院するとき付き添いを

確保しにくい

通院するための交通手段を

確保しにくい

医者に病気の症状が

正しく伝わらない

医者や病院職員からの

説明がよくわからない

ちょっとした病気やケガの時に

受け入れてくれる病院等がない

気軽に往診を頼める

医師がいない

歯の治療を

受けられない

薬の飲み方等がわからない

経済的な負担が重い

かかりつけ医がいない

特に困ったことはない

現在、治療は受けていない

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・ライフステージ別でみると、「児童期」「思春期」においては「障がい者を診療してくれる専門の医

師が少ない」が最も多く、それ以外のライフステージでは「特に困ったことはない」が最も多い。 

・「経済的な負担が重い」の割合は「乳幼児期」以外の全てのライフステージで１割以上となってい

る。 

・「医者に病気の症状が正しく伝わらない」は「思春期」「青年期」において２割以上となっている。 

・「障がい者を診療してくれる専門の医師が少ない」については「乳幼児期」から「児童期」にかけ

て増加し、その後ライフステージが進むごとに減少している。 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

37.0

22.9

23.1

32.6

42.2

45.9

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

特に困ったことはない

3.7

11.4

10.8

14.8

14.5

10.6

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

経済的な負担が重い

0.0

14.3

20.0

20.1

10.2

5.1

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

医者に病気の症状が正しく伝

わらない

22.2

37.1

26.2

16.9

8.6

5.3

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

障がい者を診療してくれる専門

の医師が少ない

3.7

5.7

4.6

8.7

9.9

9.2

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

通院するための交通手段が確

保しにくい

11.1

5.7

1.5

7.8

5.2

11.3

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

気軽に往診を頼める医師がい

ない



 

57 

問 14  あなたは「障害者総合支援法」の自立支援医療制度（精神通院医療・更生医療・育成医療）を知

っていますか。（○は１～３のうち１つ） 

 

・全体では３つの自立支援医療制度について、「知らない」が５割以上を占めている。 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3 

5.2 

4.2 

14.5 

11.5 

9.7 

55.1 

68.3 

70.5 

7.1 

15.0 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神通院医療

更生医療

育成医療

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答

7.1

1.7

3.0

14.1

8.1

7.6

68.0

79.8

63.2

10.8 

10.4 

26.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

２．更生医療

名称も内容も知っている 名称のみ知っている

知らない 無回答

5.0

4.3

2.5

11.8

8.4

6.4

71.3

78.4

64.3

12.0 

8.9 

26.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

３．育成医療

名称も内容も知っている 名称のみ知っている

知らない 無回答

9.2

11.2

63.2

13.7

12.4

18.5

68.0

71.8

15.3

9.0 

4.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

１．精神通院医療

名称も内容も知っている 名称のみ知っている

知らない 無回答
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問 15 「障害者総合支援法」の自立支援医療制度について、あなたの利用状況をお答えください。 

（○は１～４のうち１つ） 

 

・全体では３つの自立支援医療制度について、「わからない」が最も多くなっている。 

・障害別でみると、「精神通院医療」について「精神」では「現在利用している（または申請中）」が

80.8％を占めている。 

・「身体」では３つの自立支援医療制度について「利用する必要が無い」の割合が２割以上を占めて

いる。 

・「更生医療」「育成医療」について「わからない」が全ての障害において最も多い。 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

１．精神通院医療 

 

 

 

26.6 

3.5 

1.8 

4.5 

5.6 

5.8 

17.4 

17.8 

18.7 

3.3 

3.4 

3.2 

39.0 

50.9 

51.2 

9.2 

18.8 

19.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神通院医療

更生医療

育成医療

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、今後利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

6.6 

15.9 

80.8 

5.3 

4.6 

2.5 

26.7 

10.4 

0.9 

4.0 

4.0 

0.9 

46.0 

56.8 

11.9 

11.5 

8.4 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体 (n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、今後利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答
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２．更生医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．育成医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 

1.7 

1.6 

6.6 

6.6 

3.7 

23.0 

11.2 

12.6 

3.5 

3.7 

1.6 

49.1 

63.1 

50.6 

15.6 

13.5 

30.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体 (n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、今後利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

4.7 

2.3 

2.1 

7.0 

4.9 

3.7 

22.1 

11.0 

11.7 

3.7 

3.7 

2.1 

48.2 

62.2 

51.0 

14.3 

15.9 

29.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体 (n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、今後利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答
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【５．外出の状況】 

 

問 16 あなたは日頃、どの程度外出しますか。（○は１つ） 

 

・全体では「ほぼ毎日」が 52.8％と最も多く、次いで「週に２～３回」が 22.3％となっている。 

・前回までと比較すると、「ほぼ毎日」がやや増加し、「週に２回～３回」「月に２～３回」がやや減

少しているが、全体の傾向に大きな変化は見られない。 

・障害別でみると、全ての障害において「ほぼ毎日」が最も多く、次いで「週に２～３回」が多くな

っている。 

・「知的」では「ほぼ毎日」が 71.8％と最も多く、他の障害に比べて割合が高い。また「週に２～３

回」12.7％と合計すると８割台半ば近くを占めている。 

・「精神」では「外出したいが健康状況等により不定期」が 17.6％と他の障害に比べて割合が高くな

っている。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

52.8 

47.0 

47.0 

22.3 

25.1 

26.1 

5.5 

6.5 

7.0 

9.5 

9.2 

6.8 

7.4 

8.0 

7.4 

2.5 

4.1 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,474)

ほぼ毎日 週に２～３回

月に２～３回 外出したいが、健康状況等により不定期

ほとんど外出していない 無回答

50.3 

71.8 

46.0 

25.7 

12.7 

20.8 

5.7 

5.2 

4.6 

8.4 

2.3 

17.6 

8.0 

4.3 

8.9 

1.9 

3.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

ほぼ毎日 週に２～３回

月に２～３回 外出したいが、健康状況等により不定期

ほとんど外出していない 無回答
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・ライフステージ別でみると、「高齢期」以外では「ほぼ毎日」が最も多く、いずれも５割以上とな

っている。特に「乳幼児期」「児童期」「思春期」においては８割以上を占めている。 

・「高齢期」においては「週に２～３回」が 34.1％と最も多く、次に多い「ほぼ毎日」33.9％と合計

すると７割近くを占めている。 

 

 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

81.5 

80.0 

83.1 

64.2 

53.9 

33.9 

18.5 

8.6 

4.6 

12.8 

22.2 

34.1 

2.9 

3.1 

3.8 

5.3 

8.1 

2.9 

11.9 

10.0 

9.9 

2.9 

6.2 

5.2 

6.6 

11.3 

2.9 

3.1 

2.0 

1.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別

ほぼ毎日 週に２～３回

月に２～３回 外出したいが、健康状況等により不定期

ほとんど外出していない 無回答
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問 17 あなたがひとりで利用できる移動手段は何ですか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「徒歩」が 69.1％と最も多く、次いで「バス」が 62.1％、「電車」が 53.0％となっている。 

・前回までと比較すると「徒歩」「バス」「電車」の割合が増加している。 

・障害別でみると「身体」「精神」では、「徒歩」「バス」「電車」の順で利用が多く、全体とほぼ同じ

傾向にある。 

・「身体」では「自家用車」「タクシー」「車いす」の割合が他の障害に比べて高くなっている。 

・「知的」では「ひとりでは利用できない」の割合が他の障害に比べて高くなっている。 

・「精神」では「徒歩」「バス」「電車」「自転車」の割合が他の障害に比べて高く、「ひとりでは利用

できない」は低くなっている。 

 

（経年比較）     （平成 25年度障害別） 

 
63.1 

14.3 

4.3 

7.1 

52.1 

59.3 

43.8 

31.9 

3.2 

15.0 

60.5 

15.6 

0.9 

1.2 

35.2 

45.2 

8.6 

6.9 

3.5 

36.0 

84.7 

24.3 

5.9 

0.9 

64.3 

78.0 

35.9 

10.8 

1.4 

5.5 

0.0 50.0 100.0

徒歩

自転車

バイク

車いす

電車

バス

タクシー

自家用車

その他

ひとりでは

利用できない

(%)

身体(n=985) 知的(n=347)

精神(n=437)

69.1 

17.4 

4.1 

4.6 

53.0 

62.1 

35.5 

22.5 

2.6 

14.8 

61.5 

17.1 

4.3 

5.0 

48.5 

57.0 

38.9 

23.5 

2.1 

17.8 

59.2 

12.8 

3.5 

6.9 

40.8 

47.8 

32.4 

25.8 

5.3 

0.0 50.0 100.0

徒歩

自転車

バイク

車いす

電車

バス

タクシー

自家用車

その他

ひとりでは

利用できない

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,474)
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・ライフステージ別でみると、「高齢期」以外の全てのライフステージにおいて「徒歩」が最も多く

なっている。 

・「思春期」「青年期」「壮年期」においては、いずれも「徒歩」「バス」「電車」の順で多く利用され

ている。 

・「高齢期」においては「バス」が 59.7％と最も多く、「徒歩」58.8％、「電車」45.6％、「タクシー」

42.2％と続いている。 

・「タクシー」を使用する割合はライフステージが進むにつれ増加している。 

 

（ライフステージ別、上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

25.9

57.1

60.0

79.1

74.0

58.8

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
徒歩

0.0

14.3

50.8

67.4

67.3

59.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
バス

0.0

5.7

40.0

62.5

58.4

45.6

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
電車

0.0

2.9

9.2

29.1

40.2

42.2

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
タクシー

11.1

0.0

3.1

17.7

27.8

21.9

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
自家用車

3.7

20.0

26.2

28.5

17.2

9.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
自転車
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問 18 あなたが外出する時、困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「初めていくところなどは、どのように行けばよいかわからない」が 24.2％と最も多く、

次いで「交通費が高い」が 20.4％となっている。 

・障害別でみると、「身体」では「歩道に段差や階段・障害物等が多い」が 26.8％と最も多く、次い

で「交通費が高い」が 17.3％となっている。 

・「知的」では「初めて行くところなどは、どのように行けばよいかわからない」が 44.7％と最も多

く、次いで「相手の言うことがよく理解できない」29.7％となっている。 

・「精神」では「まわりの視線が気にかかる」が 35.9％と最も多く、次いで「交通費が高い」が 35.0％

となっている。 

※「外出しない」は今回調査からの新規項目 

（平成 25年度障害別） 

 

5.7 

16.5 

7.2 

26.8 

7.8 

14.7 

15.1 

6.3 

3.0 

4.4 

14.5 

11.0 

6.8 

3.4 

13.9 

2.3 

9.5 

4.1 

13.9 

7.3 

17.3 

2.2 

17.1 

16.6 

3.7 

25.9 

19.6 

8.9 

6.9 

5.5 

15.6 

19.0 

8.6 

6.1 

12.1 

5.2 

29.7 

2.0 

44.7 

0.6 

11.8 

5.2 

26.8 

8.6 

14.1 

5.2 

14.1 

8.1 

9.2 

19.5 

11.9 

8.2 

9.6 

6.6 

15.8 

35.9 

28.4 

4.8 

4.8 

3.4 

15.6 

2.5 

34.8 

0.5 

11.2 

5.5 

25.6 

5.3 

35.0 

17.8 

13.5 

10.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

外出しない

バス・電車等を容易に利用できない

交通機関や公共施設の案内表示がわかりにくい

歩道に段差や階段・障害物等が多い

駅のホームから落下の危険を感じる

施設等の設備（出入り口・階段・エレベーター等）の不備

車・バイク等に危険を感じる

まわりの視線が気にかかる

すれ違う人や周囲の人が自分の悪口や

噂をしているように感じることがある

外出先で気軽にトイレ等の支援を頼みづらい

障がい者用の公衆トイレが少ない

車を駐車する場所がない

相手の言うことがよく理解できない

音声による情報が少ない

初めて行くところなどは、どのように

行けばよいかわからない

視覚障がい者用の広報誌や福祉マップがない

緊急・非常時の情報が入りにくい

公共の交通手段の情報が少ない

まわりの人の障害に対する理解や認識が低い

気軽に利用できる移送手段（ハンディキャブ、

福祉タクシー等）がない

交通費が高い

不安や恐ろしさで外出できない

その他

無回答

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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【６．日中活動の状況】 

 

問 19 あなたは平日の昼間、主にどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「働いている」が 19.1％と最も多く、次いで「何もしないで家の中にいる」が 18.2％と

なっている。 

・障害別でみると「身体」では「働いている」が 27.5％と最も多く、次いで「何もしないで家の中に

いる」が 23.0％となっている。 

・「知的」では「働いている」が 23.3％と最も多く、次いで「学級・学校等で教育を受けている」が

21.0％となっている。 

・「精神」では「何もしないで家の中にいる」が 36.8％と最も多く、次いで「家事・育児をしている」

が 19.9％となっている。 

※「生活介護事業所に通所している」「施設に入所している」は今回調査からの新規項目 

             （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.5 

2.8 

3.1 

0.8 

5.6 

10.9 

0.8 

3.0 

18.6 

23.0 

4.0 

1.4 

17.1 

23.3 

18.7 

21.0 

2.9 

2.9 

5.2 

2.6 

1.7 

2.3 

6.3 

17.9 

5.5 

4.0 

15.3 

17.2 

2.3 

0.0 

7.1 

18.8 

1.8 

2.1 

19.9 

36.8 

1.6 

1.6 

18.5 

0.0 20.0 40.0

働いている

就労移行支援・就労継続支援

事業所に行っている

学級・学校等で教育を受けている

保育所・幼稚園で遊び・学んでいる

地域活動支援センターや老人福祉

センター等の福祉サービスを受けて

いる

病院や施設等で治療・

生活訓練等を受けている

自立支援団体で活動している

ボランティア等の活動をしている

家事・育児をしている

何もしないで家の中にいる

生活介護事業所に通所している

施設に入所している

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・ライフステージ別でみると「青年期」「壮年期」においては３割以上が「働いている」で最も多い

が、「何もしないで家の中にいる」も２割以上となっている。 

・「何もしないで家の中にいる」が占める割合は、「思春期」が最も低く、「青年期」以降ライフステ

ージが進むにつれて高くなる。 

・「家事・育児をしている」が占める割合は、「思春期」以降ライフステージが進むにつれ高くなって

いる。 

 

（ライフステージ別、上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

0.0

0.0

7.7

32.6

34.2

6.2

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

働いている

7.4

5.7

1.5

20.9

23.0

32.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

何もしないで家の中にい

る

0.0

0.0

3.1

14.0

18.0

19.1

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

家事・育児をしている

29.6

0.0

0.0

11.6

11.1

15.2

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

病院や施設等で治療・生活訓

練等を受けている

0.0

0.0

4.6

22.1

8.9

1.4

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

就労移行支援・就労継続支援

事業所に行っている

11.1

94.3

78.5

1.7

0.3

0.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

学級・学校等で教育を受けてい

る
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問 20  あなたは今後、平日の昼間どのように過ごしたいと考えていますか。（○は１つ） 

 

・全体では「わからない」が 12.8％と最も多く、次いで「その他」が 10.1％となっている。 

・障害別にみると「身体」では「その他」が 11.9％と最も多く、次いで「わからない」が 11.0％と

なっている。 

・「知的」では「わからない」が 14.4％と最も多く、次いで「学校に通いたい」が 11.0％となってい

る。 

・「精神」では「わからない」が 14.9％と最も多く、次いで「常勤職員として一般企業で働きたい」

が 12.1％となっている。 

※「地域活動支援センターや老人福祉センター等の福祉サービスを受けたい」「生活介護事業所に通

所したい」「施設に入所したい」は今回調査からの新規項目 

（経年比較）              （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0 

9.9 

1.9 

4.2 

1.6 

5.2 

2.1 

1.4 

6.5 

3.6 

2.5 

1.5 

0.9 

4.5 

12.8 

1.2 

2.3 

1.5 

10.1 

11.6 

7.3 

2.4 

6.3 

1.2 

5.8 

3.0 

1.8 

8.1 

3.5 

2.6 

1.4 

0.7 

5.7 

14.3 

10.2 

11.4 

8.3 

3.8 

9.4 

1.8 

5.2 

4.9 

3.1 

6.8 

2.9 

3.7 

1.7 

0.3 

4.7 

14.6 

6.8 

0.0 10.0 20.0

何もしないで自宅で過ごしたい

常勤職員として一般企業で働きたい

公的機関で働きたい

就労移行支援・就労継続支援事業所等

で働きたい

福祉施設等で働きたい

アルバイト・パートで働きたい

デイサービスセンター等に通いたい

家で内職したい

主に家事をしたい

学校に通いたい

社会参加活動やボランティアをしたい

自営業をしたい

結婚して育児をしたい

自分にしかできない仕事をしたい

わからない

地域活動支援センターや老人福祉セン

ター等の福祉サービスを受けたい

生活介護事業所に通所したい

施設に入所したい

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

10.7 

8.3 

1.7 

1.6 

1.1 

4.9 

2.4 

1.5 

8.6 

2.4 

3.7 

1.6 

0.3 

4.2 

11.0 

1.7 

0.9 

1.3 

11.9 

2.9 

9.2 

2.0 

10.7 

4.0 

2.9 

0.9 

0.3 

0.9 

11.0 

0.6 

0.0 

1.7 

2.9 

14.4 

0.6 

10.1 

2.9 

8.9 

10.1 

12.1 

1.8 

5.9 

1.6 

6.6 

2.5 

2.1 

5.5 

2.5 

1.6 

2.3 

1.1 

6.6 

14.9 

0.5 

0.2 

0.9 

6.4 

0.0 10.0 20.0

何もしないで自宅で過ごしたい

常勤職員として一般企業で働きたい

公的機関で働きたい

就労移行支援・就労継続支援事業所等

で働きたい

福祉施設等で働きたい

アルバイト・パートで働きたい

デイサービスセンター等に通いたい

家で内職したい

主に家事をしたい

学校に通いたい

社会参加活動やボランティアをしたい

自営業をしたい

結婚して育児をしたい

自分にしかできない仕事をしたい

わからない

地域活動支援センターや老人福祉セン

ター等の福祉サービスを受けたい

生活介護事業所に通所したい

施設に入所したい

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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問 21  あなたやあなたの家族は、あなたの障害のことで差別や人権侵害を受けていると感じたことがあ

りますか。（○は１つ） 

 

・全体では「全く感じない」が 28.2％と最も多く、次いで「ほとんど感じない」が 27.6％となって

いる。 

・前回までと比較すると、「常に感じる」「時々感じる」を合計した差別を感じる人の割合は、２割台

半ばを超え、増加の傾向にある。 

・障害別でみると「身体」では「全く感じない」が 37.5％と最も多く、次いで「ほとんど感じない」

が 31.5％となっている。 

・「知的」「精神」では「時々感じる」が３割以上と最も多く、「常に感じる」と合計すると４割以上

となっており、「ほとんど感じない」「全く感じない」の合計をそれぞれ上回っている。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

5.3 

4.3 

4.3 

22.4 

17.5 

14.6 

27.6 

30.7 

37.3 

28.2 

28.8 

26.3 

13.6 

14.9 

10.1 

2.9 

3.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

常に感じる 時々感じる ほとんど感じない 全く感じない わからない 無回答

2.7 

8.4 

9.8 

14.5 

35.2 

33.2 

31.5 

21.6 

23.3 

37.5 

13.5 

15.3 

10.4 

19.6 

16.9 

3.5 

1.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

常に感じる 時々感じる ほとんど感じない 全く感じない わからない 無回答
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・ライフステージ別でみると「児童期」においては「常に感じる」の割合が 14.3％と、他のライフス

テージに比べ高くなっている。 

・「ほとんど感じない」「全く感じない」の合計は、「児童期」において最も割合が低く、それ以降ラ

イフステージが進むにつれて、高くなっている。 

・「高齢期」においては「全く感じない」が 44.2％と最も多くなっている。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

3.7 

14.3 

3.1 

8.7 

5.6 

1.8 

55.6 

40.0 

40.0 

35.2 

22.0 

7.1 

18.5 

22.9 

21.5 

23.3 

29.4 

29.5 

11.1 

5.7 

13.8 

14.0 

28.8 

44.2 

7.4 

17.1 

18.5 

17.7 

12.8 

11.3 

3.7 

3.1 

1.2 

1.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別

常に感じる 時々感じる ほとんど感じない 全く感じない わからない 無回答



 

70 

問 22 あなたが生活をしていく上で不安なことは何ですか。（○は３つまで） 

 

・全体では「病気が再発したり悪化したりすること」が 54.5％と最も多く、次いで「経済的なこと」

が 46.5％となっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向だが「病気が再発したり悪化したりすること」はやや減少し

ている。 

・障害別でみると「身体」「精神」では「病気が再発したり悪化したりすること」が６割以上で最も

多く、次いで「経済的なこと」が多くなっている。 

・「知的」では「経済的なこと」が 34.3％と最も多く、次いで「家族以外との人間関係」が 33.4％と

なっている。 

※「家族以外との人間関係」は今回調査からの新規項目 

 

（経年比較）         （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

54.5 

9.5 

17.2 

18.8 

17.0 

46.5 

12.3 

9.0 

5.5 

58.9 

9.9 

18.0 

17.0 

46.5 

13.6 

9.5 

6.3 

62.7 

10.6 

17.2 

16.9 

44.8 

13.7 

6.1 

6.8 

0.0 50.0 100.0

病気が再発したり

悪化したりすること

家族との人間関係

家族以外との人間関係

一人暮らしの不安

（家事や掃除含めて）

仕事のこと

経済的なこと

住居のこと

わからない

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

62.4 

5.6 

8.0 

15.7 

14.7 

44.7 

12.6 

7.3 

5.3 

23.9 

6.6 

33.4 

21.3 

19.9 

34.3 

11.8 

20.5 

9.5 

60.9 

21.3 

26.8 

23.3 

19.0 

56.8 

12.4 

5.5 

3.0 

0.0 50.0 100.0

病気が再発したり

悪化したりすること

家族との人間関係

家族以外との人間関係

一人暮らしの不安

（家事や掃除含めて）

仕事のこと

経済的なこと

住居のこと

わからない

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347)

精神(n=437)
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・ライフステージ別でみると「病気が再発したり悪化したりすること」が占める割合は、とくに「青

年期」以降ライフステージが進むにつれ高くなり「高齢期」では６割台半ば近くとなっている。 

・「経済的なこと」が占める割合は、全てのライフステージにおいて２割以上となっている。 

・「家族以外との人間関係」は「乳幼児期」において 55.6％と最も高く、ライフステージが進むごと

に低下している。 

・「仕事のこと」が占める割合は、「思春期」で 40.0％と最も高く、「青年期」29.1％、「壮年期」18.6％

と続く。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

29.6

20.0

10.8

47.4

58.4

64.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

病気が再発したり悪化したりす

ること

37.0

25.7

43.1

47.7

52.5

38.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

経済的なこと

7.4

17.1

18.5

22.7

17.8

18.4

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

一人暮らしの不安（家事や掃除

含めて）

55.6

45.7

41.5

29.4

14.4

5.3

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

家族以外との人間関係

14.8

5.7

40.0

29.1

18.6

1.8

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

仕事のこと

22.2

8.6

9.2

11.3

14.1

10.6

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

住居のこと
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問 23 あなたは、休日等の自由時間をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「テレビ・新聞・ラジオ」が 58.3％と最も多く、次いで「心身の疲労回復、休息」が 46.6％

となっている。 

・障害別にみると、「身体」では「テレビ・新聞・ラジオ」が 60.5％と最も多く、次いで「心身の疲

労回復、休息」が 41.7％となっている。 

・「知的」では「テレビ・新聞・ラジオ」が 56.2％と最も多く、次いで「家族との団らん」が 47.0％

となっている。 

・「精神」では「心身の疲労回復、休息」が 60.9％と最も多く、次いで「テレビ・新聞・ラジオ」が

55.4％となっている。 

 

       （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.7 

31.0 

7.7 

7.6 

2.2 

4.5 

60.5 

26.3 

3.8 

14.7 

17.8 

7.4 

44.4 

47.0 

12.7 

4.6 

2.0 

4.0 

56.2 

12.1 

4.3 

14.1 

17.3 

17.3 

60.9 

25.9 

7.1 

10.3 

1.6 

3.4 

55.4 

27.5 

2.3 

7.1 

24.0 

15.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身の疲労回復、休息

家族との団らん

スポーツ

学習

ボランティア活動

文化サークル活動

テレビ・新聞・ラジオ

友人とのつきあい

地域の行事・地域活動

（町内会・ＰＴＡ等）

旅行

特に何も活動していない

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・ライフステージ別でみると「テレビ・新聞・ラジオ」が占める割合は、全てのライフステージにお

いて４割以上となっている。 

・「青年期」においては「心身の疲労回復、休息」が 65.1％と最も多く、次いで「テレビ・新聞・ラ

ジオ」が 47.4％となっている。 

・「家族との団らん」が占める割合は「乳幼児期」において 92.6％と最も高く、ライフステージが進

むにつれ低下していくものの、最も低い「高齢期」においても２割以上となっている。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

44.4

51.4

55.4

47.4

59.7

67.1

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
テレビ・新聞・ラジオ

33.3

25.7

44.6

65.1

50.7

27.4

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
心身の疲労回復、休息

92.6

77.1

55.4

36.6

30.0

21.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
家族との団らん

18.5

5.7

18.5

26.5

24.9

24.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
友人とのつきあい

3.7

11.4

10.8

16.0

20.1

22.8

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
特に何も活動していない

7.4

11.4

9.2

13.1

12.6

12.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)
旅行
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問 24  将来、あなたは誰と暮らしたいと考えていますか。（○は１つ） 

 

・全体では「現在の家族と一緒に暮らしたい」が 49.2％と最も多く、次いで「わからない」が 16.3％

となっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向にあり「現在の家族と一緒に暮らしたい」が継続して最も多

くなっているものの、その割合はやや減少し、他の項目がやや増加している。 

・障害別でみると「身体」「知的」では「現在の家族と一緒に暮らしたい」が最も多く、次いで「わ

からない」となっている。 

・「精神」では「現在の家族と一緒に暮らしたい」が 37.3％と最も多く、次いで「結婚して新しい家

族と暮らしたい」が 18.3％となっている。 

・「現在の家族と一緒に暮らしたい」が占める割合は「身体」が最も高く、58.3％となっている。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

49.2 

56.2 

57.3 

9.1 

7.5 

5.9 

2.9 

2.3 

3.1 

3.2 

2.5 

2.7 

12.2 

10.7 

8.4 

16.3 

13.6 

12.6 

2.8 

2.4 

2.3 

4.2 

4.9 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

現在の家族と一緒に暮らしたい 結婚して新しい家族と暮らしたい

友人・知人等とグループホーム等で一緒に暮らしたい 障がい者の仲間と施設等で暮らしたい

一人で暮らしたい わからない

その他 無回答

58.3 

37.5 

37.3 

4.9 

7.2 

18.3 

1.5 

8.9 

2.3 

1.9 

9.8 

1.6 

12.4 

4.6 

17.2 

14.3 

22.2 

17.2 

2.6 

4.6 

2.7 

4.1 

5.2 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

現在の家族と一緒に暮らしたい 結婚して新しい家族と暮らしたい

友人・知人等とグループホーム等で一緒に暮らしたい 障がい者の仲間と施設等で暮らしたい

一人で暮らしたい わからない

その他 無回答
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・ライフステージ別でみると「現在の家族と一緒に暮らしたい」が占める割合は、全てのライフステ

ージにおいて最も多くなっている。 

・「青年期」において「結婚して新しい家族と暮らしたい」は２割以上を占めている。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

 

55.6 

42.9 

46.2 

34.3 

49.6 

61.5 

5.7 

12.3 

20.9 

8.5 

0.9 

8.6 

9.2 

4.4 

2.8 

0.9 

2.9 

4.6 

4.4 

3.2 

2.3 

2.9 

4.6 

12.2 

13.3 

12.9 

40.7 

31.4 

12.3 

18.0 

16.8 

12.4 

3.7 

2.9 

3.5 

3.0 

2.5 

2.9 

10.8 

2.3 

2.8 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

現在の家族と一緒に暮らしたい 結婚して新しい家族と暮らしたい

友人・知人等とグループホーム等で一緒に暮らしたい 障がい者の仲間と施設等で暮らしたい

一人で暮らしたい わからない

その他 無回答
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問 25  あなたは、現在の住まいにこれからも住み続けますか。（○は１つ） 

 

・全体では「住み続ける」が 58.6％と最も多く、次いで「わからない」が 22.6％となっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向にあり「住み続ける」が継続して最も多くなっている。 

・障害別でみると全ての障害において「住み続ける」が最も多く、次いで「わからない」となってい

る。 

・「精神」では「転居したいが理由があり転居できない」が 10.1％で、他の障害に比べ高くなってい

る。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

58.6 

61.2 

60.5 

5.7 

4.9 

4.5 

5.1 

3.9 

4.1 

3.1 

2.9 

2.8 

22.6 

20.6 

20.0 

2.7 

3.0 

2.5 

2.2 

3.4 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

住み続ける 転居したいが、理由があり転居できない

将来、市内で転居する 将来、市外へ転出する

わからない その他

無回答

65.5 

52.4 

47.6 

4.9 

2.0 

10.1 

4.1 

5.2 

7.3 

2.7 

3.5 

3.7 

18.6 

31.1 

26.8 

2.2 

2.9 

3.2 

2.0 

2.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

住み続ける 転居したいが、理由があり転居できない

将来、市内で転居する 将来、市外へ転出する

わからない その他

無回答
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問 26 現在、またはこれから障がいのある人が適切な教育を受けるためには、どのような環境条件や

整備等が必要だとお考えですか。（○は３つまで） 

 

・全体では「能力や障害の状況に合った指導体制を充実させる」が 55.0％と最も多く、次いで「就学・

進路相談などの相談体制を充実させる」が 33.5％となっている。 

・前回までと比較すると「能力や障害の状況に合った指導体制を充実させる」「就学・進路相談など

の相談体制を充実させる」、「バリアフリーの施設や設備の整備、教材の開発を進めて充実させる」

などで更に増加の傾向がみられる。 

・障害別にみると全ての障害において「能力や障害の状況に合った指導体制を充実させる」が５割以

上を占め、最も多くなっている。 

・「身体」では「バリアフリーの施設や設備の整備、教材の開発を進めて充実させる」が 36.5％で、

他の障害に比べ高くなっている。 

・「知的」では「普通学級などとの交流を増やし、障害を理解させる」「能力や障害の状況に合った指

導体制を充実させる」「通常の学級で教育が受けられる体制にする」が、他の障害に比べ高くなっ

ている。 

 

（経年比較）            （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

27.6 

52.6 

36.5 

16.3 

11.3 

24.8 

5.0 

38.9 

66.3 

20.7 

30.0 

16.1 

19.0 

6.6 

42.3 

57.9 

18.3 

16.5 

11.0 

18.1 

11.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

就学・進路相談などの

相談体制を充実させる

能力や障害の状況に

合った指導体制を充実

させる

バリアフリーの施設や

設備の整備、教材の開

発を進めて充実させる

普通学級などとの交流

を増やし、障がいを理

解させる

通常の学級で教育が受

けられる体制にする

医療的なケア（吸引・

導尿等）が適切に受け

られるようにする

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347)

精神(n=437)

33.5 

55.0 

28.9 

18.4 

11.9 

21.3 

7.0 

25.4 

42.6 

25.6 

17.5 

10.1 

20.0 

6.4 

20.9 

43.1 

28.2 

16.8 

8.2 

16.6 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

就学・進路相談などの

相談体制を充実させる

能力や障害の状況に

合った指導体制を充実

させる

バリアフリーの施設や

設備の整備、教材の開

発を進めて充実させる

普通学級などとの交流

を増やし、障がいを理

解させる

通常の学級で教育が受

けられる体制にする

医療的なケア（吸引・

導尿等）が適切に受け

られるようにする

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,474)
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・ライフステージ別でみると、全てのライフステージにおいて「能力や障害の状況に合った指導体制

を充実させる」が４割以上で最も多くなっている。 

・「普通学級などとの交流を増やし、障害を理解させる」は「乳幼児期」において 51.9％と最も高く、

ライフステージが進むにつれ減少する傾向にある。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

74.1

68.6

73.8

66.0

55.8

40.6

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

能力や障害の状況に合った指

導体制を充実させる

59.3

48.6

55.4

46.2

33.4

17.3

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

就学・進路相談などの相談体

制を充実させる

22.2

17.1

29.2

20.6

30.7

33.9

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

バリアフリーの施設や設備の

整備、教材の開発を進めて充

実させる

14.8

17.1

13.8

20.1

19.7

26.7

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

医療的なケア（吸引・導尿等）

が適切に受けられるようにする

51.9

37.1

27.7

27.0

17.8

8.3

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

普通学級などとの交流を増や

し、障がいを理解させる

33.3

37.1

23.1

14.0

11.8

6.0

0.0 50.0 100.0

乳幼児期
(n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

(%)

通常の学級で教育が受けられ

る体制にする
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【７．就労状況】 

問 27-1 あなたは現在、働いていますか。（○は１つ） 

 

・前回と比べると「働いている」が増加し、「働いていない」が減少している。 

・障害別でみると「働いている」の割合は、「身体」が最も高く、「精神」が最も低い。 

・「就労移行支援、就労継続支援事業所などに通所している」の割合は、「知的」が 26.5%と最も高く、

「身体」では 2.7%と、最も低くなっている。 

・「働いていない」の割合は、知的が最も低くなっている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

24.5 

20.1 

10.6 

8.0 

57.3 

59.5 

7.6 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

働いている 就労移行支援・就労継続支援事業所などに通所している 働いていない 無回答

29.0 

21.6 

15.3 

2.7 

26.5 

18.1 

60.0 

43.5 

62.9 

8.2 

8.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

働いている 就労移行支援、就労継続支援事業所などに通所している 働いていない 無回答

※平成 20年度は「授産施設、作業所などに通所している」 
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・ライフステージ別でみると、「働いている」が占める割合は「壮年期」で 34.7％と最も高く、次いで

「青年期」となっている。 

・「就労移行支援・就労継続支援事業所などに通所している」は「青年期」が最も高く、29.1％となっ

ている。 

 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

 

30.5 

34.7 

7.8 

29.1 

8.8 

1.6 

36.6 

50.8 

77.4 

3.8 

5.7 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

働いている 就労移行支援、就労継続支援事業所などに通所している 働いていない 無回答
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《問 27-1で１をお答えの方におたずねします。》 

問 27-2 雇用形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

 

・全体では「一般就労（民間の会社で働いている）」が 49.9％で最も多く、次いで「パート・アルバ

イト」が 29.4％となっている。 

・前回と比較すると、「自営業」は減少し、「パート・アルバイト」「その他」はやや増加している。 

・障害別にみると「身体」「知的」では「一般就労（民間の会社で働いている）」が５割台で最も多く、

次いで「パート・アルバイト」が２割台となっている。 

・「精神」では「パート・アルバイト」が 59.7％と最も多く、次いで「一般就労（民間の会社で働い

ている）」が 22.4％となっている。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

49.9 

49.8 

8.5 

13.2 

29.4 

27.1 

1.2 

0.9 

9.4 

5.8 

1.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=425)

平成20年度(n=322)

一般就労（民間の会社で働いている） 自営業 パート・アルバイト 内職 その他 無回答

54.2 

57.3 

22.4 

11.2 

1.3 

4.5 

22.7 

24.0 

59.7 

0.7 

0.0 

4.5 

9.1 

16.0 

9.0 

2.1 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=286)

知的(n=75)

精神(n=67)

一般就労（民間の会社で働いている） 自営業 パート・アルバイト 内職 その他 無回答
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・ライフステージ別でみると、「青年期」「壮年期」においては「一般就労（民間の会社で働いている）」

が５割以上で最も多く、次いで「パート・アルバイト」となっている。 

・「高齢期」においては「自営業」が 35.3％と最も多く、他のライフステージと比べて割合が高い。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

 

 

 

51.4 

53.8 

17.6 

2.9 

7.7 

35.3 

37.1 

26.0 

26.5 

1.8 

7.6 

8.8 

17.6 

1.0 

1.8 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青年期 (n=105)

壮年期 (n=273)

高齢期 (n=34)

一般就労（民間の会社で働いている） 自営業

パート・アルバイト 内職

その他 無回答
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《問 27-1で１をお答えの方におたずねします。》 

問 27-3 一般就労での年間の収入はどれくらいですか。（○は１つ） 

 

・全体では「100万円未満」が 28.9％と最も多く、次いで「100-200万円未満」が 22.6％、「200-300

万円未満」16.0％となっており、300万円未満の割合が、三分の二を占めている。 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ライフステージ別） 

・ライフステージ別でみると「青年期」においては「100-200万円未満」が 39.0％と最も高く、次い

で「100万円未満」となっている。また、「200-300万円未満」が 17.1％と高くなっており、300万

円未満の割合が全体の 8割以上を占めている。 

・「壮年期」においては「100万円未満」が 25.6％と最も多く、次いで「100-200万円未満」となって

いる。 

・「高齢期」においては「100万円未満」が 38.2％と最も多く、次いで「200-300万円未満」となって

いる。また、「900万円以上」が１割を超え、他のライフステージと比べて高くなっている。 

 

 

100万円未満

28.9%

100-200万円

未満

22.6%200-300万円

未満

16.0%

300-400万円

未満

3.5%

400-500万円

未満

6.1%

500-600万円

未満

6.1%

600-700万円

未満

3.1%

700-800万円

未満

2.6%

800-900万円

未満

0.9%

900万円以上

2.8%
無回答

7.3%

n=425

29.5

25.6

38.2

39.0

17.2

11.8

17.1

16.5

14.7

3.8

3.3

5.9

1.0

8.8

2.9

1.9

8.8 4.4

2.9

3.7

2.9

1.5

2.9

11.8

7.6

7.3

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青年期 (n=105)

壮年期 (n=273)

高齢期 (n=34)

100万円未満 100-200万円未満 200-300万円未満 300-400万円未満

400-500万円未満 500-600万円未満 600-700万円未満 700-800万円未満

800-900万円未満 900万円以上 無回答
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19.2 

4.5 

4.6 

9.0 

2.9 

6.6 

10.5 

24.8 

25.2 

29.2 

4.1 

11.1 

14.8 

2.7 

3.1 

7.6 

1.7 

7.9 

6.5 

24.4 

19.2 

33.1 

5.5 

8.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

働く場がないから

通勤手段がない、通勤が

困難だから

家事・育児をしているから

学校や施設に通っているから

会社を解雇されたから

働く必要がないから

就労移行支援・就労継続支援事業所

などの通所があっているから

障害が重いから

病気（入院を含む）しているから

高齢だから

特に理由はない

その他

(%)

平成25年度(n=1,176) 平成20年度(n=1,091)

《問 27-1で２・３をお答えの方におたずねします。》 

問 27-4 あなたが働いていない理由は何ですか。（○は３つまで） 

 

・全体では「高齢だから」が 29.2％と最も多く、次いで「病気（入院を含む）しているから」が 25.2％

となっている。 

・前回と比較するとほぼ同じ傾向にあるが、「働く場がないから」「就労移行支援・就労継続支援事業

所などの通所があっているから」などがやや増加している。 

・障害別でみると「身体」では「高齢だから」が 45.3％と最も多く、次いで「障害が重いから」が

24.8％となっている。 

・「知的」では「学校や施設に通っているから」が 30.9％と最も多く、次いで「就労移行支援・就労

継続支援事業所などの通所があっているから」が 28.4％となっている。 

・「精神」では「病気しているから」が 41.8％と最も多く、次いで「障害が重いから」が 29.7％とな

っている。 

 

（全体の傾向）          （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

17.0 

4.2 

5.2 

5.0 

2.3 

9.4 

2.8 

24.8 

23.0 

45.3 

4.9 

9.4 

16.0 

2.9 

0.4 

30.9 

1.6 

1.2 

28.4 

19.8 

4.9 

3.7 

1.6 

10.7 

26.0 

6.5 

5.9 

3.7 

3.7 

5.4 

13.3 

29.7 

41.8 

15.0 

3.4 

14.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

働く場がないから

通勤手段がない、通勤が

困難だから

家事・育児をしているから

学校や施設に通っているから

会社を解雇されたから

働く必要がないから

就労移行支援・就労継続支援事業所

などの通所があっているから

障害が重いから

病気（入院を含む）しているから

高齢だから

特に理由はない

その他

(%)

身体(n=618) 知的(n=243) 精神(n=354)
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《問 27-1で２・３をお答えの方におたずねします。》 

問 27-5 あなたは働きたい（一般就労）と思いますか。（○は１つ） 

 

・全体では「働きたいと思わない」が 27.5％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 25.3％

となっている。 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 

7.0 

11.6 

8.7 

14.4 

20.6 

35.4 

15.2 

21.2 

23.3 

24.3 

28.8 

14.9 

18.9 

12.7 

11.5 

20.2 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=618)

知的(n=243)

精神(n=354)

働きたいので仕事を探している 働きたいが仕事がない、探し方がわからない

働きたいと思わない どちらともいえない

その他 無回答
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・ライフステージ別でみると「青年期」においては「働きたいので仕事を探している」「働きたいが

仕事がない、探し方がわからない」の合計が４割近くを占めている。 

・「働きたいと思わない」はライフステージが進むにつれ高くなり、「高齢期」においては 50.1％を占

めている。 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

17.7

8.1

1.5

20.8

16.6

4.1

14.6

23.0

50.1

27.9

30.3

17.8

11.9

14.9

10.8

7.1

7.0

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青年期 (n=226)

壮年期 (n=469)

高齢期 (n=343)

働きたいので仕事を探している 働きたいが仕事がない、探し方がわからない

働きたいと思わない どちらともいえない

その他 無回答
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問 28 就労に関して、悩み事や困った場合の相談相手はいますか。（○いくつでも） 

 

・全体では「同居の家族」が 44.7％と最も多く、次いで「友人」が 18.4％となっている。 

・障害別でみると「身体」では「同居の家族」が 45.0％と最も多く、次いで「友人」が 20.8％となっ

ている。また、「通所施設等の職員」は 4.9％で他の障害と比べて低くなっている。 

・「知的」「精神」では、「同居の家族」が最も多く、次いで「通所施設等の職員」となっている。 

・「知的」では「友人」「別居の家族」「いない」などが、他の障害に比べ低くなっている。 

 

 

（全体の傾向）      （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 
44.7 

18.4 

4.3 

7.0 

11.3 

1.4 

13.7 

14.1 

12.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

同居の家族

友人

ヘルパー・介助者

行政機関

別居の家族

近所の人

通所施設等の職員

いない

その他

(%)
n=1,733

45.0 

20.8 

4.0 

4.4 

11.2 

1.3 

4.9 

13.5 

9.6 

50.4 

7.2 

5.5 

8.4 

5.8 

0.3 

26.8 

8.6 

17.6 

38.9 

21.1 

5.0 

11.9 

14.9 

2.3 

24.7 

19.2 

14.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

同居の家族

友人

ヘルパー・介助者

行政機関

別居の家族

近所の人

通所施設等の職員

いない

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・就労状況別で見ると、全ての就労状況において「同居の家族」が４割を超えている。 

・「働いている」では「同居の家族」が 53.2％と最も多く、次いで「友人」が 32.2％となっている。

また「友人」は、他の就労状況に比べて割合が高くなっている。 

・「通所している」では「通所施設等の職員」が 66.7％と最も多く、次いで「同居の家族」が 53.6％

となっている。 

・「働いていない」では「同居の家族」が 42.7％と最も多く、次いで「いない」が 16.1％となってい

る。 

 

 

（就労状況別） 

 

 

 
53.2

32.2

2.8

8.9

13.2

1.2

8.7

14.1

12.7

0.0 50.0 100.0

同居の家族

友人

ヘルパー・介助者

行政機関

別居の家族

近所の人

通所施設等の職員

いない

その他

(%)
働いている（n=425）

53.6

10.9

8.2

10.9

9.3

0.5

66.7

6.6

7.1

0.0 50.0 100.0

同居の家族

友人

ヘルパー・介助者

行政機関

別居の家族

近所の人

通所施設等の職員

いない

その他

(%)
通所している（n=183）

42.7

15.3

4.2

5.7

11.6

1.8

6.6

16.1

14.0

0.0 50.0 100.0

同居の家族

友人

ヘルパー・介助者

行政機関

別居の家族

近所の人

通所施設等の職員

いない

その他

(%)
働いていない（n=993）
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問 29  あなたが仕事をしている上で、またはこれから仕事する上で、どのような問題点がありますか。

（○は３つまで） 

 

・全体では「仕事が体力的に厳しい」が 16.3％と最も多く、次いで「職場の人間関係が難しい」が

15.8％となっている。 

・前回までと比較するとほぼ同じ傾向にあるが、「職場の人間関係が難しい」はやや増加している。

また「重い障害（または高齢）のため仕事はできない」は前回に比べ減少している。 

・障害別でみると「身体」では「仕事が体力的に厳しい」が 15.4％と最も多く、次いで「通勤が苦労

する」が 15.1％となっている。 

・「知的」では「職場の人間関係が難しい」が 21.0％と最も多く、次いで「障がい者雇用の職場が少

ない」「わからない」が 20.2％となっている。 

・「精神」では「職場の人間関係が難しい」が 31.4％と最も多く、次いで「仕事が体力的に厳しい」

が 25.4％となっている。また他の障害に比べ、どちらも割合が高くなっている。 

 

（経年比較）                 （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

15.1 

3.1 

8.6 

10.8 

15.4 

11.1 

3.1 

4.4 

7.2 

3.7 

0.6 

12.1 

8.0 

8.8 

14.6 

5.0 

10.7 

10.1 

17.3 

20.2 

6.9 

17.9 

4.3 

4.0 

21.0 

0.6 

0.6 

8.4 

2.9 

20.2 

10.4 

3.2 

17.4 

14.6 

19.0 

18.8 

25.4 

17.8 

6.2 

2.5 

31.4 

1.4 

0.2 

11.7 

3.4 

10.3 

3.2 

5.3 

0.0 20.0 40.0

通勤が苦労する

仕事が難しい

自分に適した仕事がない

障がい者雇用の職場が少ない

仕事が体力的に厳しい

収入が少ない

職場の身分が不安定

昇給や昇進がない

職場の人間関係が難しい

トイレ等が障がい者用でない

職場で医療ケアやマッサージ

等が受けられない

重い障害（又は高齢）のため

仕事はできない

働く必要がない

わからない

特にない

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)

14.3 

7.1 

12.7 

14.0 

16.3 

14.0 

4.2 

3.9 

15.8 

2.4 

0.5 

10.5 

5.7 

11.3 

11.2 

4.8 

15.0 

5.7 

11.5 

14.5 

16.8 

11.1 

4.3 

3.2 

13.7 

2.8 

1.2 

15.9 

5.2 

9.6 

8.5 

6.6 

14.2 

5.5 

14.2 

18.5 

13.4 

15.1 

5.0 

3.6 

10.8 

2.5 

0.8 

12.8 

4.7 

9.8 

9.4 

5.6 

0.0 20.0 40.0

通勤が苦労する

仕事が難しい

自分に適した仕事がない

障がい者雇用の職場が少ない

仕事が体力的に厳しい

収入が少ない

職場の身分が不安定

昇給や昇進がない

職場の人間関係が難しい

トイレ等が障がい者用でない

職場で医療ケアやマッサージ

等が受けられない

重い障害（又は高齢）のため

仕事はできない

働く必要がない

わからない

特にない

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)
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・就労状況別にみると「働いている」では「収入が少ない」が 28.9％と最も多く、次いで「特にない」、

「職場の人間関係が難しい」と続く。 

・「通所している」では「障がい者雇用の職場が少ない」が 30.6％と最も多く、次いで「職場の人間

関係が難しい」、「自分に適した仕事がない」と続く。 

・「働いていない」では「仕事が体力的に厳しい」が 17.7％で最も多く、次いで「重い障害（または

高齢）のため仕事はできない」、「自分に適した仕事がない」と続く。 

 

 

（就労状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1

4.9

5.2

12.7

15.8

28.9

9.2

12.2

20.5

2.8

0.5

0.2

0.0

5.2

24.5

4.0

0.0 50.0 100.0

通勤が苦労する

仕事が難しい

自分に適した仕事がない

障がい者雇用の職場が

少ない

仕事が体力的に厳しい

収入が少ない

職場の身分が不安定

昇給や昇進がない

職場の人間関係が難し

い

トイレ等が障がい者用で

ない

職場で医療ケアやマッ

サージ等が受けられない

重い障害（又は高齢）の

ため仕事はできない

働く必要がない

わからない

特にない

その他

(%)
働いている（n=425）

11.5

17.5

26.2

30.6

18.0

24.6

4.9

2.2

27.9

1.6

0.5

7.7

1.1

13.1

3.8

3.3

0.0 50.0 100.0

通勤が苦労する

仕事が難しい

自分に適した仕事がない

障がい者雇用の職場が

少ない

仕事が体力的に厳しい

収入が少ない

職場の身分が不安定

昇給や昇進がない

職場の人間関係が難し

い

トイレ等が障がい者用で

ない

職場で医療ケアやマッ

サージ等が受けられない

重い障害（又は高齢）の

ため仕事はできない

働く必要がない

わからない

特にない

その他

(%)
通所している（n=183）
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(%)
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問 30  現在、またはこれから障がいのある人が働くためには、どのような環境条件や整備等が大切だと

お考えですか。（○は３つまで） 

 

・全体では「健康状況にあわせた働き方ができる」が 38.3％と最も多く、次いで「自宅近くに職場が

ある」が 31.0％となっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向となっているが、「健康状況にあわせた働き方ができる」が

更に増加している。 

・障害別でみると「身体」「精神」では「健康状況にあわせた働き方ができる」が４割台と最も多く、

次いで「自宅近くに職場がある」が３割前後となっている。 

・「知的」では「障がいのある人に適した仕事が開発されている」が 39.5％と最も多く、次いで「自

宅近くに職場がある」が 30.3％となっている。 

 

（経年比較）                 （平成 25年度障害別） 
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通勤することなく

自宅で働くことができる

健康状況にあわせた

働き方ができる

障がいのある人に適した

仕事が開発されている

仕事の斡旋や

相談ができる場がある

職業訓練など、技能・知識の習得を

援助する施設がある

民間企業が積極的に採用する

自営業を希望する人への支援対策

事業主や職場の人たちが

障がい者雇用を理解する

職場の設備が障がい者用に

整備されている

支援者と一緒に働くこと

ができる

就業を支援してくれる専門家（ジョブ

コーチ）と一緒に働くことができる

わからない

その他

(%)

平成25年度(n=1,733) 平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)
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民間企業が積極的に採用する

自営業を希望する人への支援対策

事業主や職場の人たちが

障がい者雇用を理解する

職場の設備が障がい者用に

整備されている

支援者と一緒に働くこと
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コーチ）と一緒に働くことができる
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(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・就労状況別でみると、「健康状況にあわせた働き方ができる」「自宅近くに職場がある」「障がいの

ある人に適した仕事が開発されている」は、全ての就労状況で２割以上を占めている。 

・「働いている」「働いていない」では「健康状況にあわせた働き方ができる」が最も多く、次いで「自

宅近くに職場がある」、「障がいのある人に適した仕事が開発されている」と続く。 

・「通所している」では「障がいのある人に適した仕事が開発されている」が 41.5％で最も多く、次

いで「自宅近くに職場がある」、「健康状況にあわせた働き方ができる」と続く。また「就業を支援

してくれる専門家（ジョブコーチ）と一緒に働くことができる」は 23.5％で、他の就労状況に比べ

割合が高くなっている。 

・「働いていない」では「わからない」「通勤することなく自宅で働くことができる」が、他の就労状

況に比べ割合が高くなっている。 

 

（就労状況別） 
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る場がある
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ある

民間企業が積極的に採用

する

自営業を希望する人への

支援対策

事業主や職場の人たちが

障がい者雇用を理解する

職場の設備が障がい者用

に整備されている
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(%)
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(%)
通所している（n=183）
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その他

(%)
働いていない（n=993）
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【８．福祉サービス】 

問 31 「障害者総合支援法」、「児童福祉法」の福祉サービスについてあなたの利用状況をお答えくださ

い。 （○は１～７のうち１つ） 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

5.1

1.4

1.0

1.0

0.6

3.5

1.3

4.1

1.6

0.8

2.7

2.5

1.8

1.0

8.1

1.4

5.1

2.8

3.5

1.1

4.9

5.0

1.3

2.5

3.7

0.7

0.6

1.2

0.6

0.7

2.4

0.3

0.3

0.3

0.4

1.1

0.3

0.3

0.6

1.2

0.5

0.1

0.9

0.9

2.4

2.3

1.6

1.1

1.8

1.2

2.1

0.7

1.2

1.3

0.5

2.3

1.6

0.2

0.3

0.6

0.2

0.3

0.5

0.4

0.9

0.5

0.5

1.2

0.5

0.6

0.3

0.9

0.9

0.9

1.5

1.6

2.3

2.1

1.5

1.0

1.8

1.8

2.3

0.3

1.0

0.9

0.5

2.4

2.2

0.4

0.3

1.1

0.2

0.3

0.8

0.1

18.3

11.1

8.8

14.3

12.1

14.3

16.4

16.6

14.3

13.0

17.1

18.1

15.1

14.3

11.5

14.5

19.4

18.2

23.8

9.1

14.4

14.0

13.4

16.5

16.8

3.8

5.2

8.5

3.1

2.4

2.2

1.4

42.4

46.7

48.5

42.6

44.8

42.9

42.3

39.8

41.7

41.1

37.6

35.5

33.5

34.3

32.6

35.7

35.7

30.3

28.8

46.6

40.6

39.2

47.1

27.8

26.1

52.7

48.4

44.1

50.4

51.3

51.9

54.4

5.5

5.9

5.6

5.1

5.3

5.3

4.3

5.5

6.1

7.3

5.0

5.6

6.8

6.9

7.2

9.9

4.7

7.0

4.3

5.5

3.9

7.2

5.7

12.4

11.5

6.8

7.2

8.9

6.1

5.1

5.2

4.8

14.3

16.6

16.7

17.3

18.3

16.3

17.7

15.6

17.3

18.5

17.2

17.7

19.7

20.5

20.0

19.2

15.1

20.1

18.1

18.6

16.7

16.4

15.2

19.5

21.6

17.1

19.2

17.3

19.4

19.5

17.0

17.9

13.2

17.4

18.5

17.5

18.1

16.8

17.1

16.3

17.7

18.3

18.0

18.0

18.6

18.7

17.4

17.1

16.4

18.5

17.3

18.1

17.4

16.0

16.3

16.6

16.4

18.2

18.7

18.3

19.8

20.4

20.1

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

療養介護

短期入所

施設入所支援

共同生活介護

（ケアホーム）

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

共同生活援助

（グループホーム）

移動支援

地域活動支援センター

相談支援

意思疎通支援

日常生活用具給付

日中一時支援事業

訪問入浴ｻｰﾋﾞｽ事業

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業

芸術･文化講座開催事業

点字･声の広報等発行事業

奉仕員養成研修事業

自動車運転免許取得･改造

助成事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、一年以内に利用したい

現在利用していないが、一年後から五年以内に利用したい 当面は利用しないがいずれ利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

n=1,733
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（平成 25年度障害別） 

【身体障がい者】 
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意思疎通支援
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日中一時支援事業

訪問入浴サービス事業

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業

芸術･文化講座開催事業

点字･声の広報等発行事業

奉仕員養成研修事業

自動車運転免許取得･改造

助成事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、一年以内に利用したい

現在利用していないが、一年後から五年以内に利用したい 当面は利用しないがいずれ利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

n=985
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【知的障がい者】 
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9.5

19.0

18.7

19.0

19.0

27.7

19.6

21.0

17.3

30.5

21.9

24.5

34.9

9.2

7.2

18.7

8.6

20.2

17.9

1.7

1.7

9.8

8.1

5.5

4.9

1.7

41.5

46.7

48.1

31.4

42.1

38.0

41.8

29.1

32.0

28.2

31.1

23.9

24.8

24.2

17.3

17.9

21.9

17.0

13.8

39.2

42.7

24.8

48.4

16.1

16.4

51.6

49.9

38.0

40.1

41.5

40.1

50.1

5.5

5.2

5.2

3.5

4.6

4.9

3.5

4.0

5.8

6.3

2.3

3.2

6.1

6.1

5.2

6.9

3.2

4.6

2.0

4.0

3.2

4.3

3.7

8.4

6.9

6.1

6.1

8.6

3.7

3.7

3.7

3.7

18.2

21.9

21.3

20.2

23.3

18.4

22.8

13.5

19.3

22.2

21.6

19.6

22.5

23.1

21.6

21.0

12.1

23.1

17.3

25.9

21.0

15.0

18.4

22.5

25.1

19.6

21.9

21.9

23.3

22.8

14.1

18.2

13.8

16.4

19.0

15.6

17.6

15.6

21.3

13.8

18.4

19.3

20.7

19.9

20.7

20.5

18.7

16.7

14.7

21.3

19.6

21.0

19.3

15.3

18.4

17.0

16.7

20.2

20.5

20.2

21.9

23.3

21.9

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

療養介護

短期入所

施設入所支援

共同生活介護

（ケアホーム）

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

共同生活援助

（グループホーム）

移動支援

地域活動支援センター

相談支援

意思疎通支援

日常生活用具給付

日中一時支援事業

訪問入浴サービス事業

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業

芸術･文化講座開催事業

点字･声の広報等発行事業

奉仕員養成研修事業

自動車運転免許取得･改造

助成事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、一年以内に利用したい

現在利用していないが、一年後から五年以内に利用したい 当面は利用しないがいずれ利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

n=347
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【精神障がい者】 

 

 

 

 

 

4.6

0.5

0.2

0.5

0.7

1.8

1.4

1.8

1.4

0.7

3.4

5.5

4.8

2.1

15.6

2.3

1.1

5.9

6.2

0.7

2.3

0.7

0.7

1.1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.5

0.2

0.7

2.3

0.5

1.1

1.1

0.5

1.4

1.8

5.5

5.5

3.7

3.2

3.0

2.7

4.3

1.4

0.9

2.3

0.2

3.4

3.0

0.7

0.2

0.7

0.2

0.2

0.5

0.2

2.1

0.5

2.5

1.1

1.4

1.1

0.9

1.1

1.1

3.9

4.6

5.0

5.0

3.0

2.1

1.8

2.5

3.7

0.5

0.7

0.9

0.2

2.5

3.0

1.1

0.5

0.5

12.8

7.1

6.4

13.7

9.6

11.0

13.5

12.6

9.6

10.3

16.5

19.0

23.1

19.9

15.1

12.6

15.8

19.7

22.7

6.6

9.4

11.9

9.4

16.5

18.8

1.4

3.2

4.6

1.4

1.1

0.9

1.1

45.8

51.7

52.6

41.6

47.6

46.7

43.7

43.7

46.9

45.1

33.4

28.4

18.5

20.1

18.5

31.1

39.8

23.8

22.7

51.3

50.3

39.1

52.6

27.0

23.3

56.3

51.5

49.7

54.7

55.4

56.3

57.2

8.0

8.2

6.9

6.6

7.3

8.2

6.9

8.5

8.7

10.3

7.8

8.7

8.2

9.4

8.7

15.8

6.9

9.8

6.2

8.7

6.6

11.0

8.5

15.6

15.6

9.6

9.8

11.4

8.9

6.6

7.3

6.6

15.3

17.4

17.4

18.5

18.5

16.5

17.8

17.2

17.2

17.6

18.8

19.0

20.8

23.6

22.7

19.5

17.8

20.4

20.8

17.2

17.4

18.8

15.3

21.1

22.2

17.6

20.4

18.3

19.5

20.4

19.2

19.0

11.0

14.4

15.8

14.2

15.1

14.0

14.4

14.2

14.6

14.9

14.9

13.0

14.0

14.4

12.8

13.5

13.7

15.1

13.5

14.4

14.0

13.7

13.0

13.3

13.0

14.4

14.6

14.0

15.1

15.6

15.3

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

療養介護

短期入所

施設入所支援

共同生活介護

（ケアホーム）

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

共同生活援助

（グループホーム）

移動支援

地域活動支援センター

相談支援

意思疎通支援

日常生活用具給付

日中一時支援事業

訪問入浴サービス事業

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業

芸術･文化講座開催事業

点字･声の広報等発行事業

奉仕員養成研修事業

自動車運転免許取得･改造

助成事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

現在利用している(または申請中) 現在利用していないが、一年以内に利用したい

現在利用していないが、一年後から五年以内に利用したい 当面は利用しないがいずれ利用したい

利用する必要がない 利用したいと思わない

わからない 無回答

n=437
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《問 31で１「現在利用している」をお答えの方におたずねします。》 

問 32 「障害者総合支援法」「児童福祉法」の福祉サービスについてあなたの満足度をお答えください。 

（○は１～５のうち１つ） 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

28.4

12.0

29.4

5.6

31.7

8.7

21.1

18.5

28.6

25.5

22.7

16.1

44.4

33.3

28.0

28.4

20.4

26.7

5.3

14.1

20.9

30.4

23.3

14.1

25.0

9.1

25.0

9.1

48.8

20.0

30.7

12.0

17.6

11.1

10.0

21.7

4.3

26.8

14.8

14.3

25.5

20.5

22.6

5.6

20.6

16.0

28.4

16.3

8.3

10.5

17.6

23.3

17.4

20.9

23.4

16.7

9.1

5.0

9.1

16.7

34.1

20.0

3.4

16.0

16.7

10.0

3.3

4.3

7.0

3.7

14.3

8.5

11.4

6.5

5.6

8.5

8.0

9.1

8.2

6.7

15.8

9.4

3.5

4.3

2.3

3.1

18.2

8.3

2.4

40.0

6.8

8.0

6.7

4.3

7.0

3.7

2.1

2.3

3.2

5.7

5.7

4.1

4.7

1.2

7.0

3.1

9.1

8.3

2.4

10.2

12.0

11.8

22.2

20.0

10.0

26.1

7.0

18.5

6.4

9.1

9.7

5.6

6.4

4.0

9.1

14.3

10.0

21.1

10.6

15.1

8.7

18.6

12.5

18.2

10.0

18.2

16.7

2.4

20.0

20.5

40.0

41.2

44.4

60.0

26.7

52.2

31.0

40.7

42.9

31.9

34.1

41.9

38.9

25.5

44.0

19.3

36.7

48.3

47.4

43.5

36.0

39.1

27.9

43.8

58.3

63.6

60.0

36.4

50.0

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護(n=88)

重度訪問介護(n=25)

同行援護(n=17)

行動援護(n=18)

重度障害者等包括支援(n=10)

生活介護(n=60)

療養介護(n=23)

短期入所(n=71)

施設入所支援(n=27)

共同生活介護

（ケアホーム）(n=14)

自立訓練（機能訓練）(n=47)

自立訓練（生活訓練）(n=44)

就労移行支援(n=31)

就労継続支援（Ａ型）(n=18)

就労継続支援（Ｂ型）

(n=141)

共同生活援助

（グループホーム）(n=25)

移動支援(n=88)

地域活動支援センター(n=49)

相談支援(n=60)

意思疎通支援(n=19)

日常生活用具給付(n=85)

日中一時支援事業(n=86)

訪問入浴ｻｰﾋﾞｽ事業(n=23)

スポーツ・レクリエーション

教室開催等事業(n=43)

芸術･文化講座開催事業

(n=64)

点字･声の広報等発行事業

(n=12)

奉仕員養成研修事業(n=11)

自動車運転免許取得･改造助

成事業(n=20)

児童発達支援(n=11)

医療型児童発達支援(n=12)

放課後等デイサービス(n=41)

保育所等訪問支援(n=5)

満足している やや満足している 多少不満である 不満である わからない 無回答
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（平成 25年度障害別） 

【身体障がい者】 

 

 

 

 

22.6

13.6

30.8

21.4

6.7

16.0

11.1

50.0

24.2

21.4

33.3

29.2

66.7

35.3

11.1

30.0

5.6

14.8

17.1

28.6

23.1

14.8

25.0

10.0

17.6

38.5

25.0

35.5

13.6

15.4

12.5

16.7

28.6

6.7

28.0

11.1

27.3

14.3

8.3

26.5

33.3

11.1

17.3

20.0

19.0

15.4

18.5

16.7

10.0

5.9

30.8

3.2

18.2

25.0

16.7

3.6

6.7

8.0

25.0

9.1

7.1

8.8

16.7

9.9

2.9

4.8

3.7

20.0

50.0

4.8

9.1

7.1

16.0

11.1

12.5

2.9

4.9

2.9

20.0

20.0

7.7

11.3

13.6

7.7

33.3

7.1

33.3

12.0

11.1

6.1

14.3

100.0

33.3

12.5

8.8

11.1

10.0

22.2

8.6

17.1

9.5

15.4

11.1

20.0

11.8

20.0

20.0

25.0

22.6

31.8

46.2

62.5

33.3

32.1

46.7

20.0

55.6

25.0

33.3

42.9

33.3

37.5

33.3

17.6

44.4

60.0

44.4

44.4

40.0

38.1

46.2

51.9

58.3

60.0

64.7

40.0

60.0

23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護(n=62)

重度訪問介護(n=22)

同行援護(n=13)

行動援護(n=8)

重度障害者等包括支援(n=6)

生活介護(n=28)

療養介護(n=15)

短期入所(n=25)

施設入所支援(n=9)

共同生活介護

（ケアホーム）(n=4)

自立訓練（機能訓練）(n=33)

自立訓練（生活訓練）(n=14)

就労移行支援(n=1)

就労継続支援（Ａ型）(n=3)

就労継続支援（Ｂ型）(n=24)

共同生活援助

（グループホーム）(n=3)

移動支援(n=34)

地域活動支援センター(n=9)

相談支援(n=10)

意思疎通支援(n=18)

日常生活用具給付(n=81)

日中一時支援事業(n=35)

訪問入浴ｻｰﾋﾞｽ事業(n=21)

スポーツ・レクリエーション

教室開催等事業(n=13)

芸術･文化講座開催事業

(n=27)

点字･声の広報等発行事業

(n=12)

奉仕員養成研修事業(n=10)

自動車運転免許取得･改造助

成事業(n=17)

児童発達支援(n=5)

医療型児童発達支援(n=5)

放課後等デイサービス(n=13)

保育所等訪問支援(n=4)

満足している やや満足している 多少不満である 不満である わからない 無回答
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【知的障がい者】 

 

 

 
5.3

16.7

33.3

10.0

40.6

18.2

25.0

36.4

25.0

41.7

30.0

42.9

37.3

35.7

31.9

16.7

20.8

10.5

25.8

15.6

11.1

100.0

14.3

48.7

31.6

16.7

10.0

25.0

33.3

30.9

18.8

18.2

25.0

16.7

10.0

14.3

25.4

28.6

27.5

5.6

8.3

26.3

30.6

40.0

25.0

28.9

14.3

35.9

33.3

5.3

20.0

3.1

7.3

6.3

18.2

16.7

8.3

10.0

5.1

14.3

10.1

4.2

10.5

3.2

3.1

4.4

14.3

14.3

2.6

33.3

26.3

16.7

9.4

7.3

1.7

7.2

5.3

1.6

9.4

4.4

14.3

14.3

2.6

21.1

33.3

30.0

6.3

66.7

5.5

18.8

8.3

6.8

8.7

33.3

12.5

10.5

12.9

20.0

21.9

13.3

28.6

28.6

2.6

33.3

10.5

50.0

33.3

30.0

100.0

15.6

30.9

31.3

27.3

25.0

33.3

50.0

42.9

23.7

21.4

14.5

44.4

54.2

36.8

25.8

40.0

25.0

37.8

28.6

28.6

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護(n=19)

重度訪問介護(n=6)

同行援護(n=3)

行動援護(n=10)

重度障害者等包括支援(n=1)

生活介護(n=32)

療養介護(n=3)

短期入所(n=55)

施設入所支援(n=16)

共同生活介護

（ケアホーム）(n=11)

自立訓練（機能訓練）(n=12)

自立訓練（生活訓練）(n=12)

就労移行支援(n=10)

就労継続支援（Ａ型）(n=7)

就労継続支援（Ｂ型）(n=59)

共同生活援助

（グループホーム）(n=14)

移動支援(n=69)

地域活動支援センター(n=18)

相談支援(n=24)

意思疎通支援(n=0)

日常生活用具給付(n=19)

日中一時支援事業(n=62)

訪問入浴ｻｰﾋﾞｽ事業(n=5)

スポーツ・レクリエーション

教室開催等事業(n=32)

芸術･文化講座開催事業

(n=45)

点字･声の広報等発行事業

(n=0)

奉仕員養成研修事業(n=0)

自動車運転免許取得･改造助

成事業(n=1)

児童発達支援(n=7)

医療型児童発達支援(n=7)

放課後等デイサービス(n=39)

保育所等訪問支援(n=3)

満足している やや満足している 多少不満である 不満である わからない 無回答
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【精神障がい者】 

 

 

 

55.0

37.5

16.7

37.5

16.7

26.7

20.8

19.0

55.6

35.3

20.0

20.0

26.9

33.3

10.0

33.3

33.3

40.0

20.0

100.0

25.0

16.7

20.0

25.0

28.6

19.1

20.0

15.4

7.4

66.7

10.0

40.0

100.0

100.0

5.0

6.7

16.7

4.8

11.1

11.8

20.0

15.4

11.1

10.0

100.0

12.5

16.7

6.7

4.2

4.8

7.4

7.7

10.0

50.0

50.0

33.3

25.0

16.7

13.3

8.3

4.8

5.9

10.0

20.0

7.7

11.1

33.3

20.0

33.3

33.3

10.0

50.0

50.0

66.7

25.0

66.7

37.5

50.0

100.0

26.7

25.0

38.1

33.3

20.6

70.0

20.0

26.9

37.0

50.0

33.3

33.3

20.0

100.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護(n=20)

重度訪問介護(n=2)

同行援護(n=1)

行動援護(n=2)

重度障害者等包括支援(n=3)

生活介護(n=8)

療養介護(n=6)

短期入所(n=8)

施設入所支援(n=6)

共同生活介護

（ケアホーム）(n=3)

自立訓練（機能訓練）(n=15)

自立訓練（生活訓練）(n=24)

就労移行支援(n=21)

就労継続支援（Ａ型）(n=9)

就労継続支援（Ｂ型）(n=68)

共同生活援助

（グループホーム）(n=10)

移動支援(n=5)

地域活動支援センター(n=26)

相談支援(n=27)

意思疎通支援(n=0)

日常生活用具給付(n=3)

日中一時支援事業(n=10)

訪問入浴ｻｰﾋﾞｽ事業(n=3)

スポーツ・レクリエーション

教室開催等事業(n=3)

芸術･文化講座開催事業(n=5)

点字･声の広報等発行事業

(n=0)

奉仕員養成研修事業(n=1)

自動車運転免許取得･改造助

成事業(n=1)

児童発達支援(n=1)

医療型児童発達支援(n=1)

放課後等デイサービス(n=0)

保育所等訪問支援(n=1)

満足している やや満足している 多少不満である 不満である わからない 無回答

※次の設問（問 33）は「障害者総合支援法」「児童福祉法」の福祉サービス

に関する自由記述のため、別途、資料編に記載しております。 
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問 34 あなたは「成年後見制度」を知っていますか。（○は１つ） 

 

・前回までと比較すると、「名称も内容も知っている」「名称のみ知っている」が増加、「知らない」が

減少している。 

・障害別で見ると、全ての障害で「名称も内容も知っている」「名称のみ知っている」の合計が５割台

半ばを超えている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

29.0 

19.8 

15.0 

28.0 

24.0 

23.8 

31.4 

46.4 

53.6 

11.5 

9.9 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答

32.5 

25.1 

25.2 

25.5 

32.3 

32.3 

27.8 

35.4 

35.9 

14.2 

7.2 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答
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問 35 あなたは「成年後見制度」を利用したいですか。（○は１つ） 

 

・全体では「わからない」が 40.2 ％と最も多く、次いで「利用したいと思わない」が 30.4％となっ

ている。 

・前回までと比較すると「現在利用していないが、今後利用したい」と「利用したいと思わない」が

増加している。 

・障害別でみると、「身体」では「利用したいと思わない」が 35.3％で、他の障害と比べて割合が高

い。 

・「知的」では「現在利用していないが、今後利用したい」が 33.4％で、他の障害と比べて高い。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

1.2 

1.1 

0.0 

16.4 

8.7 

14.1 

30.4 

23.0 

5.6 

40.2 

54.6 

68.0 

11.7 

12.7 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=425)

現在利用している（または申請中） 現在利用していないが、今後利用したい

利用したいと思わない わからない

無回答

0.7 

1.7 

1.4 

11.5 

33.4 

18.8 

35.3 

12.4 

30.9 

38.0 

45.5 

41.6 

14.5 

6.9 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

現在利用している（または申請中） 現在利用していないが、今後利用したい

利用したいと思わない わからない

無回答
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・ライフステージ別でみると「現在利用していないが、今後利用したい」は「児童期」において 42.9％

と最も高く、次いで「思春期」41.5％となっている。 

・「利用したいと思わない」は「高齢期」において 34.3％と最も高く、次いで「壮年期」で 33.3％と

なっている。 

 

 

（ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 

 

0.6 

1.7 

0.9 

22.2 

42.9 

41.5 

22.1 

13.7 

11.1 

3.7 

2.9 

9.2 

28.5 

33.3 

34.3 

74.1 

54.3 

41.5 

44.8 

41.2 

32.0 

7.7 

4.1 

10.2 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別

現在利用している（または申請中） 現在利用していないが、今後利用したい

利用したいと思わない わからない

無回答
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問 36 あなたは「地域福祉権利擁護事業」を知っていますか。（○は１つ） 

 

・全体では「知らない」が 73.8％で最も多く、次いで「名称のみ知っている」が 9.7％となっている。 

・前回までと比較すると、ほぼ同じ傾向にあり「知らない」が「知っている」を大きく上回っている。 

 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

5.1 

5.0 

4.9 

9.7 

7.7 

13.4 

73.8 

79.2 

75.6 

11.4 

8.2 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答

5.2 

4.9 

4.6 

10.4 

13.0 

7.1 

71.5 

72.0 

81.2 

13.0 

10.1 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答
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問 37 あなたは、多摩市の「総合オンブズマン」を知っていますか。（○は１つ） 

 

・全体では「知らない」が 64.5％で最も多く、次いで「名称のみ知っている」が 20.1％となってい

る。 

・障害別でみると「名称も内容も知っている」「名称のみ知っている」の合計は、「知的」が最も高く

３割台半ばとなっている。 

・全ての障害で「知らない」が５割以上を占め、最も多くなっている。 

（※ 平成 16・20 年度までは「福祉オンブズマン」） 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

8.4 

7.4 

7.5 

20.1 

21.5 

25.5 

64.5 

62.8 

60.8 

7.1 

8.2 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答

9.8 

11.5 

4.6 

21.2 

24.2 

16.0 

60.7 

58.8 

75.3 

8.2 

5.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答
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問 38 あなたは、「障害者虐待防止センター」を知っていますか。（○は１つ） 

 

・全体では「名称も内容も知っている」「名称のみ知っている」の合計は 23.7％で、「知らない」は

69.6％となっている。 

・障害別でみると「名称も内容も知っている」「名称のみ知っている」は、ともに「身体」が他の障

害と比べ最も高くなっている。 

・全ての障害で「知らない」が６割を超えている。 

 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

8.5 

6.9 

5.3 

17.4 

16.1 

14.0 

66.5 

72.0 

76.7 

7.6 

4.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

名称も内容も知っている 名称のみ知っている 知らない 無回答

名称も内容も

知っている

7.4%

名称のみ

知っている

16.3%

知らない

69.6%

無回答

6.6%

n=1,733



 

107 

問 39 災害時・非常時等に、助けに来てくれる人はいますか。または助けを前もってお願いしている人

はいますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「いない」が 38.0％と最も多く、次いで「親類等」が 34.0％となっている。 

・障害別でみると、全ての障害で「親類等」「いない」が３割を超えている。 

・「身体」では「隣近所の人」「自治会・管理組合」「友人・知人」などが、他の障害と比べて割合が

高い。 

・「知的」では「親類等」「障がい者団体」などが、他の障害と比べて割合が高い。 

・「精神」では「いない」が、他の障害と比べて割合が高い。 

 

 

（全体の傾向）     （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

5.0 

34.0 

2.8 

8.5 

13.0 

15.6 

38.0 

0.0 25.0 50.0

民生委員

就労移行支援・就労継続支

援事業所等の職員

親類等

障がい者団体

自治会・管理組合

隣近所の人

友人・知人

いない

(%)
n=1,733

2.9 

1.7 

33.4 

2.0 

10.3 

16.0 

17.6 

35.1 

0.6 

10.1 

39.5 

6.9 

6.1 

9.8 

11.2 

36.9 

1.6 

9.8 

30.4 

2.3 

6.2 

7.8 

14.4 

46.0 

0.0 25.0 50.0

民生委員

就労移行支援・就労継続支

援事業所等の職員

親類等

障がい者団体

自治会・管理組合

隣近所の人

友人・知人

いない

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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【９．福祉情報・相談の状況】 

問 40  あなたは、福祉の情報を何（どこ又は誰）から得ていますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「市の広報紙」が 51.4％と最も多くなっている。次いで「テレビ」が 22.1％となってい

る。 

・障害別でみると、全ての障害で「市の広報紙」が４割以上と最も多く、「身体」では６割近くを占

めている。 

・「知的」では「学校」「障がい者団体」などが、他の障害と比べて割合が高くなっている。 

・「精神」では「病院・診療所」が 33.6％と、他の障害に比べて割合が高くなっている。 

 

       （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.7 

17.4 

23.8 

6.3 

20.6 

8.4 

12.5 

17.5 

6.8 

2.4 

5.2 

1.9 

2.5 

15.1 

0.7 

3.0 

17.4 

45.2 

6.6 

15.3 

3.2 

13.0 

16.1 

16.4 

10.1 

18.7 

5.8 

12.7 

16.1 

17.9 

5.5 

0.6 

6.3 

12.4 

40.7 

10.1 

22.2 

5.3 

18.8 

12.6 

11.9 

33.6 

8.0 

2.5 

7.3 

1.4 

17.4 

17.4 

4.3 

4.1 

21.3 

0.0 50.0 100.0

市の広報紙

都の広報

テレビ

ラジオ

新聞

家庭

友人・知人

病院・診療所

障がい者団体

職場

各種の福祉施設

学校

就労移行支援・

就労継続支援事業所

インターネットのホームページ

ﾂｲｯﾀｰ･ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等の

ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

その他

特に情報源は持っていない

(%)

身体(n=985) 知的(n=347)
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問 41  あなたは、家族や親戚以外でご自身の悩みや不安を誰と相談しますか。（○はいくつでも） 

 

・全体では「友人・知人」が 27.8％と最も多く、次いで「病院・診療所」が 26.2％となっている。 

・障害別でみると「身体」では「友人・知人」が 32.7％と最も多く、次いで「相談することはほとん

どない」が 24.0％となっている。また、どちらも他の障害と比べて割合が高い。 

・「学校や職場の仲間」「福祉施設の職員」「障がい者団体」については、「知的」が他の障害と比べて

割合が高くなっている。 

・「精神」では「病院・診療所」が 49.2％と最も多く、次いで「友人・知人」が 22.9％となっている。

また、「病院・診療所」は他の障害と比べて割合が高くなっている。 

 

         （平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

 

 

11.0 

19.8 

0.7 

3.4 

32.7 

3.9 

3.8 

2.0 

1.4 

1.7 

9.0 

4.8 

24.0 

14.4 

12.4 

14.7 

0.9 

9.5 

19.3 

14.4 

13.0 

2.3 

0.3 

15.0 

0.6 

8.9 

15.9 

15.3 

14.0 

49.2 

4.3 

4.6 

22.9 

9.8 

2.7 

3.0 

1.4 

17.6 

3.0 

12.8 

11.4 

13.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

市の障害福祉課

病院・診療所

保健所

障がい者団体

友人・知人

福祉施設の職員

学校や職場の仲間

社会福祉協議会の職員

民生委員

就労移行支援・

就労継続支援事業所

ケアマネージャー

その他

相談することはほとんどない

相談できるところや

相手はいない

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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問 42  あなたはインターネットを利用していますか。（○は１つ） 

 

・全体では「よく利用する」が 26.9％と最も多く、次いで「利用したことはないし、利用するつもり

もない」が 22.9％となっている。 

・前回までと比較すると「よく利用する」「ときどき利用する」が、更に増加している。 

・障害別でみると「よく利用する」は「精神」が 32.3％で最も割合が高く、「時々利用する」と合計し

ても最も高い。また「利用したことはないが、ぜひ利用してみたい」についても「精神」が他の障

害に比べて高くなっている。 

・「知的」では「わからない」が 28.2％と最も多く、次いで「利用したことはないし、利用するつもり

もない」が 25.1％となっている。またどちらについても、他の障害と比べて割合が高くなっている。 

 

（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年度障害別） 

 

 

 

 

26.9 

16.7 

13.0 

15.6 

13.0 

10.7 

7.0 

5.7 

7.3 

7.3 

9.8 

7.1 

22.9 

27.7 

19.1 

13.7 

16.2 

34.9 

6.7 

11.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度(n=1,733)

平成20年度(n=1,615)

平成16年度(n=1,667)

よく利用する ときどき利用する

利用しているが、ほとんど利用しない 利用したことはないが、ぜひ利用してみたい

利用したことはないし、利用するつもりもない わからない

無回答

27.7 

16.1 

32.3 

17.0 

12.1 

14.0 

6.7 

4.9 

8.9 

6.6 

5.8 

9.4 

24.0 

25.1 

20.1 

10.7 

28.2 

11.2 

7.4 

7.8 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(n=985)

知的(n=347)

精神(n=437)

よく利用する ときどき利用する

利用しているが、ほとんど利用しない 利用したことはないが、ぜひ利用してみたい

利用したことはないし、利用するつもりもない わからない

無回答
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・ライフステージ別でみると「よく利用する」は「青年期」において 47.7％と最も高く、「壮年期」、

「思春期」と続いている。 

・「よく利用する」「ときどき利用する」の合計は、「青年期」において６割強と最も高く、「思春期」、

「壮年期」と続いている。 

・「高齢期」においては「利用したことはないし、利用するつもりもない」が 39.9％と最も多い。ま

た、他のライフステージに比べて割合が高くなっている。 

 

 

（ライフステージ別） 

7.4 

17.1 

26.2 

47.7 

29.1 

9.2 

7.4 

28.6 

23.1 

14.2 

17.5 

11.1 

7.4 

9.2 

5.8 

8.8 

5.1 

7.4 

8.6 

7.7 

4.7 

8.1 

7.6 

7.4 

2.9 

13.8 

13.4 

19.9 

39.9 

59.3 

37.1 

10.8 

11.9 

11.9 

14.5 

3.7 

5.7 

9.2 

2.3 

4.6 

12.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児期 (n=27)

児童期 (n=35)

思春期 (n=65)

青年期 (n=344)

壮年期 (n=787)

高齢期 (n=434)

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

よく利用する ときどき利用する

利用しているが、ほとんど利用しない 利用したことはないが、ぜひ利用してみたい

利用したことはないし、利用するつもりもない わからない

無回答

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 
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【10．市に望む施策】 

問 43 今後、多摩市の障がい者施策は、特にどのようなことを充実させていけばよいと思いますか。 

（各カテゴリーで○は 1つもしくは無し） 

 

・全カテゴリー中では「医療費負担の軽減や年金や手当等の経済的援助」が 49.7％と最も多く、次い

で「地震や台風など災害時の避難や支援体制の強化」が 34.7％となっている。 

 

（全体の傾向） 

 

 

 

 

31.9 

8.7 

20.7 

30.2 

20.4 

7.0 

12.5 

32.9 

8.8 

11.8 

6.5 

17.3 

22.2 

9.9 

13.2 

49.7 

8.4 

2.5 

1.8 

21.5 

34.7 

3.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

障がい者が働ける福祉的な配慮のある職場の確保

仕事をする訓練や就労の定着を図る雇用施策の充実

（ジョブコーチ）

生活相談をはじめ就労・就学のための総合的な相談窓口

(就労支援センター)の充実

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづくり」の推進

障がい者に適した暮らしやすい公営住宅などの整備促進

地域利用施設の整備

交通機関等の利用を容易にする施策

障がい者と対等の関係づくりや交流を促進するなど、

相互理解を深める事業の充実

ボランティア活動の推進

スポーツやレクリエーション、文化活動への参加推進

初等教育機関における障がい児への教育の整備・推進・実施

障がいのある子どもたちの可能性を最大限に伸ばすような

教育の実施

ホームヘルパーやグループホーム、ガイドヘルパーなど

生活支援サービスの充実

自立生活に向けた言語訓練や機能訓練等の

専門のリハビリテーション

医療・保健・福祉・就労の情報提供の充実

医療費負担の軽減や年金や手当等の経済的援助

障害発生の早期予防と、早い段階での適切な療育

手話通訳・要約筆記者派遣制度の充実

点字図書・字幕放送等の情報提供の充実

緊急時の連絡手段の確保

地震や台風など災害時の避難や支援体制の強化

その他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿
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・障害別でみると、全ての障害で「医療費負担の軽減や年金や手当等の経済的援助」が最も多くなっ

ている。 

・「知的」では「障がい者と対等の関係づくりや交流を促進するなど、相互理解を深める事業の充実」

「地震や台風など災害時の非難や支援体制の強化」「ホームヘルパーやグループホーム、ガイドヘ

ルパーなど生活支援サービスの充実」が、他の障害と比べて高くなっている。 

 

（平成 25年度障害別） 

 
28.8 

7.3 

20.7 

33.5 

18.7 

5.5 

14.0 

30.3 

10.2 

12.7 

7.2 

16.1 

19.0 

10.8 

12.1 

50.4 

8.3 

3.2 

2.4 

22.0 

34.3 

3.0 

37.5 

9.8 

23.9 

31.1 

20.7 

12.7 

6.3 

41.2 

8.9 

10.7 

7.5 

20.7 

30.8 

6.9 

15.6 

46.4 

8.1 

1.4 

0.0 

19.0 

42.9 

4.0 

34.6 

10.1 

20.1 

21.5 

24.9 

8.5 

13.5 

33.9 

8.5 

11.9 

5.0 

17.6 

24.0 

10.5 

14.0 

51.5 

9.2 

2.1 

1.4 

21.7 

32.0 

3.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

障がい者が働ける福祉的な配慮のある職場の確保

仕事をする訓練や就労の定着を図る雇用施策の充実

（ジョブコーチ）

生活相談をはじめ就労・就学のための総合的な相談窓口

(就労支援センター)の充実

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづくり」の推進

障がい者に適した暮らしやすい公営住宅などの整備促進

地域利用施設の整備

交通機関等の利用を容易にする施策

障がい者と対等の関係づくりや交流を促進するなど、

相互理解を深める事業の充実

ボランティア活動の推進

スポーツやレクリエーション、文化活動への参加推進

初等教育機関における障がい児への教育の整備・推進・実施

障がいのある子どもたちの可能性を最大限に伸ばすような

教育の実施

ホームヘルパーやグループホーム、ガイドヘルパーなど

生活支援サービスの充実

自立生活に向けた言語訓練や機能訓練等の

専門のリハビリテーション

医療・保健・福祉・就労の情報提供の充実

医療費負担の軽減や年金や手当等の経済的援助

障害発生の早期予防と、早い段階での適切な療育

手話通訳・要約筆記者派遣制度の充実

点字図書・字幕放送等の情報提供の充実

緊急時の連絡手段の確保

地震や台風など災害時の避難や支援体制の強化

その他

(%)

身体(n=985) 知的(n=347) 精神(n=437)
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・ライフステージ別でみると、全てのライフステージにおいて「医療費負担の軽減や年金や手当等の

経済的援助」が４割以上を占め、多くなっている。 

・「乳幼児期」においては「地震や台風など災害時の避難や支援体制の強化」「障がい者と対等の関係

づくりや交流を促進するなど、相互理解を深める事業の充実」が６割を超えている。 

・「児童期」においては「医療費負担の軽減や年金や手当等の経済的援助」「障がい者と対等の関係づ

くりや交流を促進するなど、相互理解を深める事業の充実」「地震や台風など災害時の避難や支援

体制の強化」が５割を超えている。 

・「地震や台風など災害時の避難や支援体制の強化」については、ライフステージが進むにつれ割合

が低下しているものの、最も低い「高齢期」においても 27.4％を占めている。 

 

（ライフステージ別、上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ライフステージ 

区分 年齢 

乳幼児期 ６歳以下 

児童期 ７歳～12歳 

思春期 13歳～19歳 

青年期 20歳～39歳 

壮年期 40歳～64歳 

高齢期 65歳以上 
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(%)
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進
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ホームヘルパーやグループ

ホーム、ガイドヘルパーなど

生活支援サービスの充実



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 調査結果のまとめ 
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【１．基本的事項】 

 

○年齢の分布状況 

年齢を障害別にみると、身体障がい者では高齢者の手帳所有者が非常に多いことから、今回調査

では 65 歳以上の身体障害者手帳所持者のうち 25％を調査対象者として抽出して調査したが、それ

でも 50歳以上の方が７割以上を占めている。 

また、知的障がい者では 20 歳未満の方が約３割を占めており、他の障害と比べて児童期人口の

割合が高く、精神障がい者では 30 歳～64 歳の人が７割以上を占めており、青年期～壮年期人口の

割合が高くなっている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

年齢 

身体 
50歳～64歳 

（38.8％） 

65歳～74歳 

（17.1％） 

75歳～84歳 

（15.2％） 

知的 
40歳～49歳 

（20.2％） 

20歳～29歳 

（19.9％） 

30歳～39歳 

（19.3％） 

精神 
40歳～49歳（25.4％） 

50歳～64歳（25.4％） 

30歳～39歳 

（24.7％） 

 

 

○同居している方について 

同居している方についてみると、身体障がい者では、高齢者が多いこともあり、「配偶者」の割

合が高くなっている。 

知的障がい者では児童期の割合が高いこともあり、「母親」「父親」の占める割合が高くなってい

る。 

精神障がい者についても、「母親」「父親」の割合が高くなっているが、「自分一人だけ」も比較

的高くなっている状況が目立っている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

一緒に暮らして

いる人 

身体 
配偶者 

（51.7％） 

子供（未婚） 

（24.3％） 

自分一人だけ 

（19.1％） 

知的 
母親 

（79.0％） 

父親 

（63.7％） 

兄弟姉妹 

（38.9％） 

精神 
母親 

（35.0％） 

自分一人だけ 

（31.4％） 

父親 

（25.2％） 
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【２．住宅状況】 

 

○住まいの状況 

全体でみると、持ち家が半数以上を占める。 

身体障がい者、知的障がい者では「分譲マンション・アパート」の割合が最も高くなっており、

精神障がい者では「公団公営の賃貸住宅・団地」の割合が高くなっている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

住まいの状況 

身体 
分譲マンション・ア

パート（33.8％） 

一戸建て（持ち家） 

（25.6％） 

公団公営の賃貸住

宅・団地（24.3％） 

知的 
分譲マンション・ア

パート（28.5％） 

一戸建て（持ち家） 

（26.8％） 

公団公営の賃貸住

宅・団地（24.8％） 

精神 
公団公営の賃貸住

宅・団地（31.8％） 

民間賃貸マンショ

ン・アパート（22.7％） 

分譲マンション・

アパート（19.9％） 

 

 

○改善したい箇所について 

全体、障害別ともに「特に問題はない」の割合が最も高くなっているが、改善を必要とする箇所

としては「浴室の改良」、「トイレの改良」が高くなっており、身体障がい者では「手すりの取り付

け」や「床の段差の解消」など、改善を必要とする箇所が他の障害に比べて多いことがうかがえる。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

住まいの状況 

身体 
浴室の改良 

（26.7%） 

トイレの改良 

（14.9%） 

手すりの取り付け 

（14.8%） 

知的 
浴室の改良 

（21.0%） 

トイレの改良 

（16.0%） 

その他 

（15.0%） 

精神 
浴室の改良 

（24.7%） 

トイレの改良 

（21.5%） 

その他 

（18.1%） 
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【３．日常生活】 

 

○日常生活の状況について 

全体、障害別ともに「トイレ」「食事」では「自分でできる」の割合が高くなっている。 

障害別でみると、知的障がい者では他の障害に比べて「自分でできる」の割合が低くなっている。 

 

《「自分でできる」「時間はかかるが自分でできる」の合計値について》 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

日常生活 

身体 
食事 

（86.1％） 

トイレ 

（85.7％） 

会話、意志の伝達 

（82.3％） 

知的 
食事 

（69.7％） 

着替え 

（67.7％） 

トイレ 

（66.3％） 

精神 
トイレ 

（94.5％） 

着替え 

（91.5％） 

食事 

（88.5％） 

 

 

  障害別でみると、身体障がい者では、「掃除」、知的障がい者では「金銭管理」、精神障がい者では

「調理」において、「介助が必要」の割合が高くなっている。 

知的障がい者では全体的に「介助が必要」の割合が他の障害に比べて高くなっている。 

 

《「一部介助が必要」「全て介助が必要」の合計値について》 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

日常生活 

身体 
掃除 

（29.3％） 

買い物 

（27.6％） 

調理 

（25.9％） 

知的 
金銭管理 

（68.0％） 

健康管理（服薬等） 

（63.1％） 

調理 

（62.5％） 

精神 
調理 

（34.8%） 

掃除 

（30.7％） 

時間管理（規則正し

い生活等）（30.0％） 
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【４．医療の状況】 

 

○治療について 

全体、障害別ともに「特に困ったことはない」の割合が最も高くなっているが、知的障がい者では、

他の障害に比べて低い割合となっている。 

治療にあたって困っていることについてみると、知的障がい者では「障がい者を診療してくれる専

門の医師が少ない」が最も高くなっている。精神障がい者では、他の障害と比べて「経済的な負担が

重い」が高くなっており、医療費の負担が課題となっている。 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

治療について 

身体 

特に困ったことはな

い（44.8％） 

通院するための交通

手段を確保しにくい

（10.1％） 

経済的な負担が重い

（9.9％） 

知的 

特に困ったことはな

い（26.8％） 

障がい者を診療して

くれる専門の医師が

少ない（22.5％） 

医者に病気の症状が

正しく伝わらない

（18.4％） 

精神 

特に困ったことはな

い（35.7％） 

経済的な負担が重い 

（23.6％） 

医者に病気の症状が

正しく伝わらない

（20.1％） 

 

 

○「障害者総合支援法」自立支援医療制度について 

３つの自立支援医療制度の認知度が低くなっており、現在の利用者や今後利用したい人の数も少な

くなっている。 

「精神通院医療」については、精神障がい者の認知度、利用状況がともに高く、制度のニーズの高

さがうかがえる。 

項目 区分 
名称も内容も知って

いる 
名称のみ知っている 知らない 

自
立
支
援
医
療
制
度 

精神通院医療 23.3％(２位) 14.5％(３位) 55.1％(１位) 

更生医療  5.2％(３位) 11.5％(２位) 68.3％(１位) 

育成医療  4.2％(３位)  9.7％(２位) 70.5％(１位) 
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【５．外出の状況】 

 

○外出頻度について 

外出頻度をみると、全体では「ほぼ毎日」が半数以上を占めている。 

ライフステージ別にみると、外出頻度は思春期で最も高くなっており、移動支援のニーズが高く

なっている。 

 

項
目 

区分 

ほぼ毎日 週に２～３回 月に２～３回 外出したいが

健康状態等に

より不定期 

ほとんど外出

していない 

外
出
頻
度 

乳幼児期 81.5％(１位) 18.5％(２位) 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

児童期 80.0％(１位)  8.6％(２位) 2.9％(３位)  2.9％(３位)  2.9％(３位) 

思春期 83.1％(１位)  4.6％(３位) 3.1％ 0.0％  6.2％(２位) 

青年期 64.2％(１位) 12.8％(２位) 3.8％ 11.9％(３位) 5.2％ 

壮年期 53.9％(１位) 22.2％(２位) 5.3％ 10.0％(３位) 6.6％ 

高齢期 33.9％(２位) 34.1％(１位) 8.1％ 9.9％ 11.3％(３位) 

 

○外出時に困ることについて 

全体では「初めて行くところなどは、どのように行けばよいかわからない」「交通費が高い」「バ

ス・電車等が容易に利用できない」、「歩道に段差や階段・障害物等が多い」等が高くなっており、

施設の整備や交通機関の利用のしやすさに向けた取り組みが求められている。 

身体障がい者では「歩道に段差や階段・障害物等が多い」が他の障害に比べて高くなっており、

段差や階段が外出の妨げになっていることがうかがえる。 

知的障がい者では「初めて行くところなどは、どのように行けばよいかわからない」「相手の言

うことがよく理解できない」が高くなっており、移動時のコミュニケーション支援の必要性が高く

なっている。 

精神障がい者では「周囲の人の視線が気にかかる」「交通費が高い」が高く、障害特性に関わる

問題が外出の妨げとなっている。 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

外 出 時 に

困ること 

身体 

歩道に段差や階段・障

害物等が多い 

（26.8％） 

交通費が高い 

（17.3％） 

その他 

（17.1％） 

知的 

初めて行くところな

どは、どのように行け

ばよいかわからない

（44.7％） 

相手の言うことがよ

く理解できない

（29.7％） 

まわりの人の障害に

対する理解や認識が

低い（26.8％） 

精神 

まわりの視線が気に

かかる（35.9％） 

交通費が高い 

（35.0％） 

初めて行くところな

どは、どのように行け

ばよいかわからない

（34.8％） 
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【６．日中活動の状況】 

 

○日常の暮らし方について 

全体では「働いている」が最も高く、次いで「何もしないで家の中にいる」となっている。 

身体障がい者、知的障がい者では「働いている」が高く、今後も雇用の場などの受け入れ態勢を

充実させていくことが求められる。 

精神障がい者では「何もしないで家の中にいる」が最も高くなっているが、今後の暮らし方で就

労の意欲がみられることから、就労支援の充実を図ることが重要と思われる。 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

日常の暮ら

し方 

身体 
働いている 

（27.5％） 

何もしないで家の中にい

る（23.0％） 

家事・育児をしている

（18.6％） 

知的 

働いている 

（23.3％） 

学級・学校で教育を受け

ている（21.0％） 

就労移行支援・就労継

続支援事業所に通っ

ている（18.7％） 

精神 

何もしないで家の

中にいる（36.8％） 

家事・育児をしている

（19.9％） 

病院や施設等で治

療・生活訓練等を受け

ている（18.8％） 

今後の暮ら

し方 

身体 
その他 

（11.9％） 

わからない 

（11.0％） 

何もしないで自宅で

過ごしたい（10.7％） 

知的 

わからない 

（14.4％） 

学校に通いたい 

（11.0％） 

就労移行支援・就労継

続支援事業所等で働

きたい（10.7%） 

精神 
わからない 

（14.9％） 

常勤職員として一般企業

で働きたい（12.1％） 

何もしないで自宅で

過ごしたい（10.1％） 

 

○生活していく上で不安なこと 

全体では「病気が再発したり悪化したりすること」、「経済的なこと」が高くなっている。 

障害別にみても全体とほぼ同じ傾向にあり、健康管理に関する相談など医療機関での相談体制を

充実させることが求められる。また、一人暮らしの不安も高く、安心して一人暮らしができるよう

支援サービスなどの充実を図ることが求められている。 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

生活してい

く上で不安

なこと 

身体 

病気が再発したり悪

化したりすること 

（62.4％） 

経済的なこと 

（44.7％） 

一人暮らしの不安(家

事や掃除含めて) 

（15.7％） 

知的 

経済的なこと

（34.3％） 

家族以外との人間関

係（33.4％） 

病気が再発したり悪

化したりすること 

（23.9％） 

精神 

病気が再発したり悪

化したりすること 

（60.9％） 

経済的なこと（56.8%） 家族以外との人間関

係（26.8％） 
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【７．就労状況】 

 

○就労状況について 

働いている人の雇用形態についてみると、一般就労の割合は身体障がい者、知的障がい者で半数以

上を占めているのに対して、精神障がい者では２割にとどまっている。 

また、就労意欲についてみると、働きたい人の割合は精神障がい者で最も高くなっており、雇用の

場の確保が求められている。就労意欲のある人に対する就労支援の充実が求められている。 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

働いてい

いる人の

雇用形態 

身体 
一般就労（民間の会社で

働いている）（54.2％） 

パート・アルバイト 

（22.7％） 

自営業 

（11.2％） 

知的 
一般就労（民間の会社で

働いている）（57.3％） 

パート・アルバイト 

（24.0％） 

その他 

（16.0％） 

精神 
パート・アルバイト 

（59.7％） 

一般就労（民間の会社で

働いている）（22.4％） 

その他 

（ 9.0％） 

 

項目 区分 働きたい

ので仕事

を探して

いる 

働きたいが仕

事がない、探

し方がわから

ない 

働きたいと思

わない 

どちらともい

えない 

働いていない、就労継

続支援事業所等に通所

している人の就労意欲 

身体  6.1％ 8.7% 35.4％(１位) 23.3％(２位) 

知的  7.0％ 14.4％ 15.2％(３位) 24.3％(１位) 

精神 11.6％ 20.6％(３位) 21.2％(２位) 28.8％(１位) 

 

 

○就労に必要な環境条件や整備について 

全体では、「健康状態にあわせた働き方ができる」が最も高くなっている。「自宅近くに職場がある」

の割合も高くなっており、地域での雇用促進に向けた取り組みが求められる。 

障害別にみると、身体障がい者と精神障がい者では「健康状態にあわせた働き方ができる」が最も

高くなっており、知的障がい者では「障がいのある人に適した仕事が開発されている」が最も高くな

っている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

就労に必

要な環境

条件や整

備 

身体 

健康状態にあわせた働

き方ができる 

（41.7％） 

自宅近くに職場がある 

（32.6％） 

障がいのある人に適し

た仕事が開発されてい

る（23.6％） 

知的 

障がいのある人に適し

た仕事が開発されてい

る（39.5％） 

自宅近くに職場がある 

（30.3％） 

事業主や職場の人たち

が障害者雇用を理解す

る（24.5％） 

精神 

健康状態にあわせた働

き方ができる 

（45.5％） 

自宅近くに職場がある

（29.1％） 

障がいのある人に適し

た仕事が開発されてい

る（26.1％） 
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【８．福祉サービス】 

 

○「障害者総合支援法」「児童福祉法」のサービス利用状況について 

全体でみると「相談支援」、「移動支援」のニーズが高く、「相談支援」については全ての障害で

ニーズが高くなっている。 

身体障がい者では「日常生活用具給付」のニーズが最も高く、「居宅介護」、「移動支援」のニー

ズも高くなっている。 

知的障がい者では他の障害と比べてニーズの高い項目の割合が高くなっており、特に「移動支援」

や「相談支援」、「日中一時支援」などでのニーズが高くなっている。 

精神障がい者では「就労移行支援」、「就労継続支援」のニーズが高くなっている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

障害者総合

支援法・児童

福祉法  サ

ービス利用

状況 

身体 
日常生活用具給付 

（30.3％） 

居宅介護 

（30.1％） 

移動支援 

（27.3％） 

知的 
移動支援 

（48.2％） 

相談支援 

（47.3％） 

日中一時支援事業 

（40.6％） 

精神 
就労移行支援 

（38.4％） 

就労継続支援（B型） 

（37.4％） 

相談支援 

（36.9％） 

※「現在利用している（または申請中）」「現在利用していないが、1 年以内に利用したい」「現在利用していないが、1

年後から 5年以内に利用したい」「当面は利用しないが、いずれ利用したい」の合計を記入 

 

 

○その他の福祉サービスについて 

現在多摩市で行われている事業の認知状況は、全体的に低い状況となっている。 

特に「地域福祉権利擁護事業」「総合オンブズマン」「障害者虐待防止センター」では、「知らな

い」が６割以上を占めており、今後、広報活動を充実させることが課題となっている。 

 

区分 
名称も内容も 

知っている 

名称のみ 

知っている 
知らない 

成年後見制度 29.0％(２位) 28.0％(３位) 31.4％(１位) 

地域福祉権利擁護事業  5.1％(３位)  9.7％(２位) 73.8％(１位) 

総合オンブズマン  8.4％(３位) 20.1％(２位) 64.5％(１位) 

障害者虐待防止センター  8.5％(３位) 17.4％(２位) 66.5％(１位) 
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【９．福祉情報・相談の状況】 

 

○情報源について 

全体、障害別ともに「市の広報紙」が最も高くなっており、広報紙での情報提供の充実が求めら

れている。 

知的障がい者では「障がい者団体」、精神障がい者では「病院・診療所」の割合も高くなってい

る。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

情報源 

身体 
市の広報紙 

（58.7％） 

テレビ 

（23.8％） 

新聞 

（20.6％） 

知的 
市の広報紙 

（45.2％） 

障がい者団体 

（18.7％） 

就労移行支援・就労継続

支援事業所（17.9％） 

精神 
市の広報紙 

（40.7％） 

病院・診療所 

（33.6％） 

テレビ 

（22.2％） 

 

 

○相談相手について 

全体でみると「友人・知人」が最も高く、身近な人への相談が多いことがうかがえる。 

身体障がい者では、他の障害に比べて「相談することはほとんどない」の割合が高くなっている。 

知的障がい者では、「相談することはほとんどない」が最も高くなっているが、「相談できるとこ

ろや相手はいない」の割合も高く、施設等での相談体制の充実が求められている。 

精神障がい者では「病院・診療所」が大半を占めており、医療機関での相談体制の重要性が高く

なっている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

相談相手 

身体 
友人・知人 

（32.7％） 

相談することはほとん

どない（24.0％） 

病院・診療所 

（19.8％） 

知的 
友人・知人（19.3％） 相談することはほとん

どない（15.9％） 

相談できるところや相

手はいない（15.3％） 

精神 
病院・診療所 

（49.2％） 

友人・知人 

（22.9％） 

就労移行支援・就労継続

支援事業所（17.6％） 
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【10．市に望む施策】 

 

○市に望む施策について 

全体、障害別ともに「医療費負担の軽減や年金等の経済的援助」の割合が高くなっており、経済

面での援助の充実を求める人が高くなっている。また、「地震や台風など災害時の避難や支援体制

の強化」の割合も高く、震災などの自然災害時における障がい者への的確な支援のニーズが高まっ

ている。 

障害別にみると、精神障がい者では「障がい者が働ける福祉的な配慮のある職場」の割合が高く

なっており、障がい者の働きやすい職場の確保や雇用促進の取り組みが課題となっている。 

 

項目 区分 １位 ２位 ３位 

市に望む

施策 

身体 

医療費負担の軽減や年

金や手当て等の経済的

援助（50.4％） 

地震や台風など災害時

の避難や支援体制の強

化（34.3％） 

障がい者や高齢者にや

さしい「福祉のまちづく

り」の推進（33.5％） 

知的 

医療費負担の軽減や年

金や手当て等の経済的

援助（46.4％） 

地震や台風など災害時

の避難や支援体制の強

化（42.9％） 

障がい者と対等の関係

づくりや交流を促進す

るなど、相互理解を深め

る事業の充実（41.2％） 

精神 

医療費負担の軽減や年

金や手当て等の経済的

援助（51.5％） 

障がい者が働ける福祉

的な配慮のある職場の

確保（34.6％） 

障がい者と対等の関係

づくりや交流を促進す

るなど、相互理解を深め

る事業の充実（33.9％） 

 

【資料編について】 

今回の調査結果では、その他回答選択肢に記入された回答文や、自由意見記述欄等の回答内容は、デー

タ処理や紙幅の都合上記載しておりません。 

数値だけでは推し量れないニーズや意見を汲み取るための貴重な資料ですので、資料編としてまとめた

うえで、市役所障害福祉課・行政資料室・ホームページ等で公開しております。あわせてご参照くださ

い。 
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